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研

究

米
穀

の
生
産
費

に
関
す
る

一
考
察

入

木

芳

之

助

　

ラ

ラ

ラ

一
米
穀
生
産
費
調
査
の
目
的
、
二
米
穀
生
産
費
と
米
債
と
の
關
係
、
三
米
穀

の
生
産
費
曲
線
、
四
結
言

(

(

ぐ

(

㎜
、
米
穀
生
産
捷
調
盗
の
麗
帥

自
給
自

足
経

済
を
離

れ
て
市
場
生
産

、
商

品
生
産

に
重

き
を
置

く

に
至
れ

る
今

日
の
農
家
経
済

に
と
り

て
は
、

如
何

な

る
償
格

を
以

て
生

産
物
を
販
質

す

べ
き

か
、
叉
如
何
な

る
償

格
を
以
て
生
産

手
段
及

び
消
費

財
を
購
入
す

べ
き

か

に
最
大

の
開

心
を
有

つ
。
勿

論
圭
と
し

て
自
家

勢
力

に
依

存
す

る
小
農

経
済

に
於

て
は
、
勢

働
者
を
雇
傭

す

る
必
要

な
く
、
從

て
資

本
主
義

酌
人

企
業

に
於
け

る
如

く
、
勢
賃

を
確
定
的

に
支

出
す

る
を
要

せ
す

と
錐
も
、

小
農

が
自
家
勢

力
を
用

み

て
農
業
生
産

に
従
事

す

る
以
上
、
そ

の
勢

働
力
を
生
産

し
再
生
産

す

る

に
肚
會

的

に
必

要
な

る
消
費

財
を
要

す

べ
く
、
而

し
て
此

の
消
費

財
は
自
家
勢
力

の
原
費

を
な
す
も

の

に
外
な
ら

な

い
。
農
家

は

此

の
消
費

財
の

一
部
分

は
之
を
自

給
生
産
物

に
仰
ぐ
と
錐
も
、
大
牢

は
市
場

よ
り
購

入
す

る
を
要

す

べ
く
、
此

の

爾
者

は
合

せ
て
生
産
費
中

に
見
積

ら
ざ

る
を
得
な

い
。
若

し
然

ら
ざ

れ
ば
小
農

は
彼
等

の
生
活
基
準

を
維
持

す

る

ハ米
一穀
の
生
産
費
に
關
す
る
一
考
察

第
三
十
三
巻

八
三
五

第
六
號

四
九



米
一穀
の
生
塵
費
に
闊
関す
る

　
考
察

第
三
十
三
巻

八
三
六

第
六
號

五
〇

を
得

す
(
ひ

い
て
農
業

生
産

を
放
棄
す

る

に
至

る
か
ら

で
あ

る
。
小
農

経
濟

の
特

徴
を
自
家
勢
力

の
利
用

に
認

め
、

暫
家
勢
力

に
撤
し

て
は
確
定
的
勢
賃
支
出
を
要

せ
ざ

る
鮎
を
強
調

し
、
チ

ヤ
ヤ
ノ

フ
の
如

く
特
殊

な

る
心
理
的
打

算

よ
b
し

て
、
其

の
張
靭
性
を
説
明

せ
ん
と
す

る
は
、
自
家
勢

力

の
生
産

及

び
再
生
産

に
は
必
ず
肚
會
的

に
必
要

な

る
消
費

財
を
要
す

べ
く
、
即
ち
自
家
勢

力
軍
位
時

間

の
原
費

は
右

の
客
観

的
な

る
消
費

財
量

に
よ

っ
て
確
定

さ

れ
て
居

り
、
然

か
も
今

日
の
農

家
経
濟

に
在

て
は
、
之
が
購

入

は
大
宇
市
場

に
仰
が
ざ

る
を
得

ざ

る
鮎
を
輕
覗
す

る
も
の
と
謂

ふ
べ
き

で
あ

る
。
r
故

に
今

日
の
如

く
商

品
生
産

を
主
と

す

る
農

家
経
済

に
於

け

る
所
…得
構
成
は

.

一

方

に
於

て
は
販
資

す

べ
き
農
産

物
の
償
格
如

何

に
、
他
方

に
於

て
は
購
入

す

べ
き
生
産

手
段

及
び
消
費

財
の
個
格

如
何

に
依

存
す

る
。
.而
し

て
此

の
所
得

の
構
念

は
、
農
産

物

の
慣
格
と
之

が
生
産

に
要

し
た

る
費

用
と

を
対
照

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
始

め
て
瞭

に
す

る
こ
と
が
出
来

る
。
從

て
農
家

に
於

て
生
産
物

の
生
産
費

を
正
確

に
す

る
こ

と

は
、
今

日

に
於

て
は
絶
対

に
必
要

に
し
て
、
之

に
よ

っ
て

一
方
生
産
物

を
如
何
な

る
慣

格
を
以

て
販
貢

す
れ
ば

引
合

ふ
か
.
換

言
す
れ
ば
彼
等

の
現
在

の
生
活
基
準

を
維
持

す

る
こ
と

を
得

る
か
を
正
確

に
認
識

し
得

る
か
ら

で

あ

り
、
ま

た
他

方
生
産
費
項

目

の
分
析

に
よ

っ
て
、
如

何
な

る
費

用
項
目
が
不
當

に
高
値

で
あ

る
か
、
而
し

て
之

が
高
.償

と
な
り

て
現
は

る
る
は
、
脛
螢
上

に
於

け

る
生
産

要
素

の
利
用

に
就

て
鉄

く
る
所

な
き
や
を
判
断

せ
し
め
、

ま
た
此

の
高
儂

な

る
所
以
は
如

何
な

る
肚
會

的
経
濟

關
係

に
依

存
す

る
か
を
認
識

せ
し
め
、
之

が
合

理
化
を
圖

る

べ
き
暗
示

を
與

ふ
る
か
ら

で
あ

る
。

か
く
の
如

く
生
産
費

調
査

は
農
家

経
済

に
謝

し
、
た
だ

に
生
産

及
び
家
計

上
の
指
針
を
與

ふ
る

に
留
ら
す
、
ま

た
肚
會
経
済

上

に
於

て
も
必
要

な

る
諸
方
策

の
指

針
を
與

ふ
る
も

の
で
あ

る
。
即
ち

1)A.T5chajanow,DieLehre・onderb昌uerlicllenWirtschf士,1923・S・34・



ラ

ラ

.
↓
立
法
並

に
行
政
的
債
格
統
制

に
封
ず
る
基
礎
を
與
ふ
。

二
關
税
を
科
學
的

に
決
定
す
る
根
擦
を
輿
ふ
自
信
連
年
に
亘
る
農
産
物
輩
位
数
量
當
り

の
利
潤
、
各
地
方
に
於
け
る
農
場
毎

の
利
潤
、
農
業
並

に
他
産
業

の
利
潤
等

の
如
き
各
種

の
利
潤
数
字
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
業

の
繁

も

も

榮
程
度
を
瞭
に
す
る
。
四
農
産
物

の
鐵
道
運
賃

の
適
否
を
剴
断
ず
る
基
礎
を
與
ふ
。
伍
消
費
者
と
生
産
者
と
の
間
の
相
互
の
了
解
を
よ
り
異
く
す

る
。
六
生
産
者
の
協
同
組
合
が
如
何
な
る
領
格
を
要
求
す

べ
き
か
を
決
定
す

べ
き
根
掠
を
與

ふ
。
忙
生
産
者
の
協
力

に
よ
っ
て
慣
格
を
引
上
ぐ
べ

き
か
否
か
を
決
定
す
る
.根
披
を
與
ふ
。

農
業

生
産
費

調
査

に
就

て
は
、
右

の
如

き
諸

目
的
が
存

す

る
の

で
あ

る
が
、
各
国

の
生
産
費

調
査

に
於

て
は

、

或

は
私
経
管

上

の
目
的

に
重

き
を
置

く
を

⑳
あ
り

、
ま

た
肚
會

経
濟
上

に
放

て
も
上
掲

の
諸

目
的

の
全
部
又

は

一

部

を
其

の
目
標

と
し
ら

つ
あ
.る
。

我
國

の
米
穀
生
産

費
調
査

は
古

く
.ば
明
治

三
十
.二
年
乃
至
三
十

四
年

に
全
國
農
事

會

に
依

て
行

は

れ
、
大

正
七

年

に
は
臨
時
産
.業

調
査
局

に
依

て
行

は
れ

、
大

正
十

一
年
以
來
帝
国
農

會

に
依

て
引
緩

き
行

は
れ

つ
つ
あ

る
。
帝

国
農
會

の
調
査

目
的

は

「
農
家

個

々
の
経
螢

改
善

上

.
國
家

の
農
業

政
策

上

、
其
他

一
般
農
業
問
題

の
考
察

研
究

上

、
例

へ
ば
生
産
物

の
公

正
な

る
償

絡
、
公

正
な

る
小
作
料
、
公
正

な
る
公
課
負
澹
拉

に
通
常

な

る
耕
地

の
費

買

め

償
格
等

の
研
究

判
断
等

に
基

礎
資
料

の

一
と
な

る
」
材
料
を
提
供

す

る
に
あ

っ
.て
、
其

の

一
目
的

は
米
穀

の
公

正

な

る
値
格

を
判
断

す

べ
き
資
料

た
る

べ
ざ

こ
と
を
謳

っ
て
み
る
。
然

る
に
昭
和

五
年
度

の
米
生
産
費

調
査

に
於

て

は

、「
米
生
産
費

が
幾
程

な

る
や
を
全
国

的

に
攻
究
し

、
之

を
基
準
値

格
設
定

の
際

に
於

け
る
主
張

の
根

本
資

料
た

ら

し
あ

ん
と

す
る
」

積
極
的

目
標

を
探

る

に
至

っ
た
。

・
」

、

仁.
.、㌦

の

.

農

林
省

に
於

て
も
本

年

の
米

穀
法
改
正

の
結
果

、
最
低
償

格
は
米
穀

生
産

費

と
傘
勢

米
櫃

の
下
値

二
割

に
相
當

す

る
償

格
と

の
範
園
内

に
於

て
適
當

と
認

め
ら

る
る
慣

格

に
依
り

て
定

め
ら

る
る
こ
と
と
な

っ
た
。
最
低
償
格

が

米
穀
・の
生
産
費

に
關

す
る

「
考
察

第

三
十
三
巻
.

八
三
七
・

第

六
號
・

五

一

1)M.Bennet亡,Farm◎oststudiesintheL7】1itedS1;a幡,1928,P・31・

帝 国 農 會,米 生 産 費 資 料(大 正+五 年 七 月).p・1.2),

お難 離離 讐騨 羅講1}{雲譲篭凱た・場合　齢
が米穀 の買入に出:動し得 る限界便格i}1暑ふ。,



米
穀

の
生
産
費
に
聞
す
る

一
考
察

第
三
十
三
巻

八
三
八

第
六
號

五
二

右

爾
者

間

の
何

れ

の
範

園
内

に
於

て
決

せ

ら

る

べ
き

か

は
、

全

く
農

林

省

の
自

由

裁

量

に
属

す

る
と

錐

も

、
生

産

費

調

査

の

目

的

は
謂

は
ば

市

慣

最

低

の
基

準

を

見

出

さ

ん
と

す

る
趣

旨

に

し

て

、
此

の
鮎

は
帝

國
農

會

に
就

て

も

同

機

で

あ

っ
て
、

何

れ

も
生
産

者

に
生

産

費

を

償

ふ

べ
き
慣

格

を

保

請

せ

ん

と

す

る

も

の

で
あ

る
。

爾

者

の
意

味

す

る
生

産

費

と

は
各

農
家

の

一
石

當

生

産

費

を

李

均

し

て
算

出

す

る
も

の

で
あ

る
。

孕

均

注

と

し

て
用

ゆ

べ
き
算

術

李

均

の
當

否

に
就

て
は

後

に
論

ず

洛

所

な

る

が

、

理

論

上

米
償

が

生

産

費

に
よ

っ
て
決

定

さ

れ

る
と

い

ふ

の

は

、
窮

極

に
於

て
米

櫃

は
限

界

生

産

農

に
よ

っ
て
決

定

さ

る
る

と

い

ふ
意

味

で
あ

り

、
此

の
際

成

立

す

る
慣

格

は

　
　

コむロ　
　コし
ド　
き

き

ラ

エリセ

ヒ
トぴ
ゆも
りミ

じぐヒ
ぷ　
エ

しトしヒ
　　
コし
コも

ド
ド
な
ユ
　

ト

レ
のナりこ
ニのロヒ
ヒ

あ

き

を

う

のエ
む
な
　
ユに
ら

臨

ち

正
韻

偲

煙

て
泣
、葛

..
烈

お

に
膿

羽
袖
歪
及
㏄び
此罧
鯵

膿

血循

に
翠

て
催
ジ
昂

粛
."凶、
.託.刈

誕月
聖

に

冴
、犠
η

司

催

口
蓋

紅

隈

を

な

す

べ
き

も

の

で
あ

っ
て

、
即

ち

市

債

が
之

よ

り
低

下

す

れ
ば

時

債

を

以

て
米

の
買

上

を

行

び

、

以

て
市

債

の
釣

上
げ

を
行

は

ん

と

す

る

一
基

準

を

螢

見

せ
ん

と

す

る

に
あ

る
。

故

に
私

は

先

づ

米

穀

の
正
常

償

格

と

一
致

す

る
所

の
限

界

生
産

費

が
如

何

な

る
も

の
な

る
か

を
瞭

に
し

、
之

と

右

の
最

低

基

準

と

し

て
算

出

さ

れ

ん

と

す

る
生

産

費

と

の
關

係

に
就

て

、
若

干

の
考
察

を

試

み
や

う

と

思

ふ
。

二
、
米
穀
生
産
費
と
米
贋
と
の
關
係

資

本
主
義

経
済

杜
會

に
於

て
は

、
総

て
の
商

品
は
種

々
異

な

れ
る
生
産

諸
要
素

の
結
合
作
用

に
よ

っ
て
生
産

さ

れ

る
。
故

に
遊

に
商

品

の
生
産

費
と

は
、
商

品
の

一
軍
位
量

を
生
産

す

る
に
必
要

な
る
生
産

諸
要
素

の
結

合
力

作

を
招
致
す

み

に
要

す

る
費

用

を
謂

ふ
。
而

し

て
此

の
費

用

は
、
該
商
品

の
生
産

に
充
分
適
慮

す
る
所

の
企
業

が

、

損
失

を
蒙

る
こ
と
な

く
し
て
其

の
供
給
を
規

則
正
し

く
織
綾

す

る
に
之

を
要
す

る
所

の
も
の
で
あ

っ
て
、
此

の
意

商

.。

e
川

n覧記

鑑

加
聴

D

⇒

Iarshall,Principlesofeconomics,1922,P.3≡:18,
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une1927)P・189。
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昧

に
於

て
右

の
費

用

は

、

之

を
其

の
商

品

の
供
給

償

格

と
呼

ぶ

こ
と

が

出

来

る
..
典

型

的

な

る

、
商

品

生

産

を
行

ふ
所

の
農

業

企

業

に
於

て

は

、
生
産

費

の
支

出

は

現
實

な

る
貨

幣

支

出

と

し

て
現

は

れ

る
。

か

か

る
企

業

に
於

て

は

、

一
方

生

産

物

の
循

環

は
貨

幣

-

商

品

i
貨

幣

の
形

能

を

と

る
か
ら

で
あ

り

、

他

方

か

か

る
企
業

に
於

て

は
、

現
實

な

る
耕

作
者

は
賃

銀
.勢

働

者

と

し

て
、
資

本

及

び

土
地

の
提

供

は

夫

々
資

本
家

及

び

地

主

と

し

て
、

企
業

者

よ

り
離

れ

て
別

個

に
存

す

る

か
ら

で
あ

る
。

然

る

に
圭

と

し

て
自

家
.勢

力

に
依

存

す

る
小
農

経

済

に
於

て

は
、

企

業

主

髄

は
即

ち
勢

働

者

に
し

て
、
勢

賃

と

し

て

の

現
實

な

る
貨

幣

支

出

な

く

、

叉

地

生

を

兼

ぬ

る
自

作
農

に
於

て

は

、
地

代

な

る
現
實

貨

幣
支

出

が

存

せ
な

い
。

加

之

其

の
生

産

物

の
廃

部

ぱ
商

品
化

さ

れ
壷

、
少

な

く

と

も

一
部

分

は
使

用

償

値

と

し

て
自

然

物

の
儘

、
自

にユ
ず

ち　ロ
　
　

　
ぞナ

ドも

も

ご
コユらニコド
サラ
コを
ヒぴ　
た

コ
ロへ
い

ロモ
ニドし
ラ
ヨ　も
こ
　
ロコヒ　き
し

し

ヒヒ
　ロピ
の
ロゐ
コ
き
　　こ
　
ロコヒロじ
なレ
　
ユ

し
ロ

艇

葬

裂

さ

る

る

力
郎

に

萱

屋
寮

¢
犀
!F
　・叶

に
d

琴
鐘
,σ
肇

鮮

支

廿

レ
}列

に
副司
甥

i

¢
黛

騨
4ヌ
叶
▽
力
溝

ス

す

る

を

免

れ

な

い
。

こ

の

こ
と

は

小

農

経

濟

に
於

け

る
生

産

費

算

出

の
困
難

に
導

く

。

さ

れ

ど
本

来

生

産

費

が

純

企
業

上

の
概

念

た

る
以

上

、
計

算

上

の
貨

幣
支

出

ぱ
現

實

の
貨

幣

支

出

と

全

く

同

一
の

も

の
と
看

做

さ

な

け

れ

ば

な

ら

)
O

ヨ
ー
ノ
己
)
み

、巳

重

レ
ト

診

二
)

寄
皇

諭し
一

・二

i
自
薫

㌧
鴨、
;

ワ
む
{

ーゴ
E

、

F

冠
り

二
一F
一8.
一

,

[
)

ド

但

し
坦

σ
場

{

と

蜀

{

言

婆

」

σ
.
筆
癖

ヨ

H
[と

し

つ
躊
　雇

7
。
ハ
き

嗣

画

屑
聖

に

睾

習

白

に
着
石

弓

ヌ
。逢

σ

で
あ

る

。

惟

ふ

に
資

本

主

義

企
業

の

目
標

は
最

大

利

潤

の
獲

得

で
あ

っ

て

.
聾

落

瞬

i

(書

志
凝

葺

+
蹟

寓

)
11
嵩

豊

議

の

公

式

に
於

て
、

純

利

潤

は

少

な

く
と

も
尋

均

利
潤

で
な

け

れ
ば

な

ら

鴎
。

若

し
然

ら

ざ

れ
ば

自

由

競
争

の
下

に
於

て

は

、

か

か

る
企

業

は
久

し

く
持

続

し
得

な

い
か

ら

で
あ

る

。
然

る

に
自

家

勢

力

に
依

存

す

る
小
農

経

管

の
目

標

は

、
自

家

勢

・力

に
劃

す

る
最

大

牧

益

の
獲

得

に
あ

る
と

さ

れ

る
。

此

の
場

合

に
於

て

は

、
※
F
昏

齢

1
ぎ

さ

路

…

"

米
穀

の
生
産
費
に
關
す
る
一
考
察

第
三
十
三
艦

八
三
九

第
六
號

五
三

1)Vgl・ 丁諏chajanuw ,批.a.n.,S.38.
2)橋 本 博 士,農 業 経 管 の 私 経 済 的 目標C:段:作 教 授 還 暦 祝 賀 記 念 ・

問 題)参 照 。
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米
穀

の
生
産
費
に
關
す
る

一
考
察

第
三
十
三
巻

八
四
〇

第
六
號

五
四

蚤
噺
曝
ご

π
雌

叫
び
譲

塁

で
あ
り

、
此

の
自
家
.勢
力

に
封

ず

る
報
酬
は

、
少

く
と

も
自
家
勢
力

の
生
産

及
び
再
生

産

に
肚
會
的

に
必
要
な

る
生
活

資
料
を
得

る

に
充
分

で
な
け

れ
ば
な
ら

兎

こ
と
は
既
述

の
如

く
で
あ

る
。
然

か
も

今

日

に
於

て
は
農

家
経
済

は
市
場

に
織
込
ま

る
る
結

果
、
農
家

の
生

活
資
料

は
,
自
給
品

の
外

に
之

を
市
場

に
仰

が
な
け

れ
ば
な
ら

ぬ
。
從

て
自
家
勢

・力
は
決
し

て
原
費

な
き
も

の
で
は
な

く

,
否
寧

ろ
右

の
如

き
客
観

的
な

る
物

的

財
叉

は
商
品

に
よ

っ
て
明
白

に
規
定

さ
れ

て
る
る
。
故

に
農
家
経
済

に
於

て
も

、
生
産
物

の
生
産
費

は
、
そ
の

一
軍
位
量

を
生
産

す

る
に
必
要
な

る
生
産
諸
要

素

の
結

合
.力

作

を
招
致

す

る
に
要
す

る
費

用

た
る
鮎

に
は
憂
り
は

な

い
。
蕾

し
生
産

物

の
償
略
が
此

の
畳

用
を
償

ふ

に
足
ら
ざ

る
場
合

に
於

て
ば
、
農
家

は
そ
の
吐
會
的

生
活
雄
筆

を
低

下
す

る
こ
と
な

く
し
て
農

業
生
産

を
行

ふ
を
得
す

、
ひ

い
て
農
産
物

の
供
給

を
規
則
正

し
く
縫
・績

す

る
を
得

ざ

る
か
ら
で
あ
り
、
從

て
右

の
費

用

は
生
産
物

の
生
産
費

を

な
す
も
の
で
あ

っ
て
、
且

つ
其

の
供
給
慣

格
た

る
か

ら

で
あ

る
。

農

産
物

の
、慣

格

は
生
産

費

に
よ

っ
て
支

配
さ

る
る
と
云

ふ
、
そ
れ
は
如

何
な

る
意
味

に
於
、て
で
あ

る

か
。
そ
れ

は
、
農
産
物

の
償

格
な

る
も

の
は
、
窮
極

に
於

て
、
供
給

の
限
界
部

分

の
生

産
費

に

一
致

す

る
傾
向
を
有

す

る
も

の
な

る
こ
と
を
意
味

す
る

に
過

ぎ
な

㌧

蓋

し
農
産

物

の
償

格
が
供
給

の
限
界
部
分

の
生
産
費

を
超
ゆ

る
な
ら
ば

・

数
年

以
後

に
於

て
生
産

は
従
来

の
限
界
.を
超

へ
て
籏
張

さ
れ

て
生
産
物
数
量

を
増
加

す

べ
く
、
ま

た
若

し
償
格
が

限
界
部

分

の
生

産
費
以
下

で
あ

れ
ば
、
生
産

は
限
界
以
下

に
縮
少

せ
ら

れ
、
從

て
償
格
は
限
界
生
産
費

に
落
ち

つ

く
か
ら

で
あ

る
。
農
産
物

の
償

絡
が
限
界

生
産
費

に
よ

っ
て
決
定

せ
ら
れ

る
と
云

ふ
の
は

、
長
期
的
償

格

に
就

て

甫

め

て
妥
帯
す

る

に
過

ぎ
牛
し

て
、
短
期
叉

は
季
節

的
.償
格

に
ぱ
何
等

の
關
係
も

な

い
。

seen byap・i・ ・一Fl・e1.('1'h・qu・ ・terlyJ・u・n・1 ofeco一

頴

f

筈

p

。

概

論

b

s

p
第

p
σ

潟
響
錦
鯉留

.即c

塁

註

枕

恥

乱

.弔
慰

㎞

ア

り

　

ヨ

綿
酷
論
鯛

⇒

勾
コ　 ぜ サ ヒ　 るコリロ

Iroductio皿andpriceIつ
「hej

ournalofpolitical

P・310・

、.3r']ongand

.economyVol.29・1921.)



米
穀

の
如

き
商

品

に
於

て
は
、
牧
穫

は
年

一
回

に
し
て
、
其

の
年

の
供
給
高

は
牧
穫
高

に
よ
り

て
確
定

さ
れ
ワQ
。

勿

論
嚴
密

に
云

へ
ば

、
此

の
供
給
高

は
前

年
度

よ
り

の
持
越
高

と
米
債

の
如

何

に
慮

じ

て
農

民
が
生
産
米

を
商

品

化

す
る
程
度

の
如

何

に
よ

っ
て
も
多
少
は
左
右

さ
れ
る
が
、
併

し
大
膿

に
於

て
供
給
量

は

一
定

せ
る
も

の
で
あ

る
。

他

方
米
穀

の

一
ヶ
年

に
於

け

る
需
要

に
裁

て
考

ふ
る

に
、
華
飾

的

に
は
米

の
需
要
額

に
は
商

入

側

に
於

て
相
當
人

な

る
弾
力

性
が
あ
り
、
之

に
よ

っ
て
米
償
が

一
時
的

に
憂
動

ず

る
こ
と
あ

る
も
、
消
費

者
側

に
於

て
は
弾
力

性
乏

し

き
が
故

に
、
牧

穫
後

の

一
ケ
年

の
米
.償
は
寧

ろ
供
給
量

に
よ

っ
て
決
定
さ

る
る
こ
と
と
な

る
。
而
し

て
此

の
供

.
給
量
を
生
産

す

る
に
要

し
九

る
生
産
費

は
既

に
昔
噺
と

な
b
終

る
。

一
年
と

い
ふ
短
期

間

に
就

て
考

ふ
れ
ば

、
農

民

ぱ
市
場
慣

格
が
生
産
慢

以
下

た

る
と
否

と

に
拘

ら
す

、
自

己

の
生
産

物
を
此

の
償

格
を
以

て
販
資
す

る
外

は
な

い

。然

る

に
長
期

に
亘

り

て
考

ふ
れ
ば

、
需

要
及
び
供
給

に
就

て
は
多
少
異
な

る
解

繹
が
下

さ
れ

る
。
殊

に
供
給

に

就

て
残
り

で
あ

る
。
此

の
場

合

に
於

け
る
供
給

は
生
産

さ
る

べ
き
分
量

に
し

て
、
生
産

者

の
計
算

に
よ

っ
て
左
右

さ

れ
得

べ
き
可
凝

量

で
あ

る
。
此

の
見
解

か
ら

す
れ
ば

、
債
格

は
そ

の
画
敷

た
る
生
産
率

と
需
要
拳

と

の
均
衡
黙

へ

へ

に
落

ち

つ
く
傾
向

を

有

す

る

。

か

く
し

て
商

品

は
永

続

的

に
は
生

産

さ

る

る

よ
り

も

、

よ

り

速

に
消

費

さ

る

る

こ

ヘ

へ

と

な
く
、
ま
た
消
費

さ

る
る
よ
b
も
、
よ
り
速

に
生
産

さ
れ
ざ

る
こ
と
と
な

る
で
あ
ら
う
。
短

期
間

に
裁

て
考

ふ
れ

ば

、
此

の
均
衡

は
必
然

的

に
存

す

る
も

の
で
は
な

い
。
生
産

の
伸
縮

、
帥

ち
供
給

の
伸
縮

と
償
格

と
の
甑
敷

關
係

は
、
慣
格

理
論
上

に
於

て
最

も
複
雑

な

る
問
題

で
あ

る
。

一
商

品

の
生
産
蹟

張
は
、
肚
會

全
般

の
生
産
力

の
鍵
化

と
、

他

の
産

業
部
門

よ
り

の
生
産

力

(勢
働
、
資
本
)
の
流

入
如

何
と

に
よ

っ
て
規
定

さ
れ
る
。
併

し

一
商

品

に
封

ず

る
需

米
穀

の
生
産
費
κ
關
す
万

一
考
察

第
三
十
三
倦

八
四

一

第
六
號

五
五



来
穀
の
生
産
費
に
関
す
る
一
考
察

第
三
+
三
巻

八
四
二

第
六
號

五
六

要
が
特

に
増
加

し
た

る
場
合
之

に
撫

す

る
た
め
生
産
籏
張

が
行

は
る
る
の
は
、
通

例
後

の
方
法

に
よ

る
も
の
と
考

・

ふ
べ
き
で
あ

る
。
而

し

て
此

の
場
合

と
錐
も
生
産
要

素
が
産
業

間

に
移

動
す

る

に
は
、
可
成

り
長
期

を
必
要
と
す

る
が
故

に
、
供
給

は
長
期

に
於

て
甫

め
て
需
要
と
均
衡

を
保

つ
に
至

る
も

の
で
あ

る
。
而
し

て
か
か
る
長
期
均
衡

状
態

に
於

て
成

立
す

る
慣

格
は
師

ち

正
常
伯
格

に
し

て
、
そ
れ
は
限

界
生
産
費

に

一
致

す
る
。
併

し
普

通
正
常
債

格

と
呼

ば

る
る
も

の
は
、
現
實
生
活

に
於

て
之

を
見
出

し
得

す

。
又

統
計
的

に
も
算

出
し
得
な

い
。
正
常
債
格

は

日

々
、
毎

週
、
各
年
叉

は
数

年

の
牟
均
償
格

で
も
な

叫
。
正
常

償
格
は
長
期

に
亘

る
市
場
慣
格

の
系
列

に
」
-
最

も

よ

く

評

す

る
や
う
手
描

法

に
よ

っ
て
描
出

せ
る
曲

線

」
に
近

い
と
、

ベ

ン
ネ
ッ
ト
ぱ
言

ふ
も

、
そ
れ
も
疑
は
し

い
。

蓋

し
後

に
論
ず

る
如

く
、
農
業
生
産

は
其

の
特
殊
性

に
基

い
て
、
そ

の
伸
縮

が
償

格

に
癒

じ
て
迅
速

に
行
は
れ
難

く
、
殊

に
小
農

経
済

に
於

て
は
、
生
産

の
縮

少
が
籏
張

よ
り
も
困
難

で
あ

る
か
ら

、
市
場
慣
格

の
李
均

は
正
常
債

格

よ
り
低
位

に
あ
り
勝
ち

と
考

へ
ら

れ
る
か
ら

で
あ

る
..

,
今

日

の
商

品
生
産

は
最

高
利
潤
追

求

の
動
機

に
よ

っ
て
支
配

さ

る
る
生
産
者

の
経
済
活

動

に
依
存

す

ろ
。
而

し

て
此

の
關
係

に
於

て
の

み
生
産
費

は
慣
格

に
影
響

を
及

ぼ
す
も

の
で
あ

る
。
即

ち
生
産
費

が
償
格

に
影
響
を
及

ぼ

す
の

は
、
慣
格

が
供
給

に
影

響
を
及

ぼ
す
か
ら

で
あ

る
。
長
期

に
亘

り
て
生
産

費

が
償
格

を
支

配
す

る
の
は
、
償

格
が
限
界
生
産
費

を
超

え
、
ま
た
は
そ

れ
以
下

に
降

る
に
癒

じ

て
、
生
産

の
伸
縮

が
行
は
れ
る
結
果

で
あ

る
.、
か

、
る
見
地

よ
り

す
れ
ば

、
供
給
從

て
償
格
を
支

配
す

る
所

の
生
産
費

は
、
生
産

に
必
要
な

る
貨
幣
支

出

に
し

て
、

窮

極

に
於

て
は
生
産
諸
要
素

の
使
用

に
封

ず
る
支
彿

で
あ

る
。
而

し

て
生
産

に
含
ま

る
る
苦
痛
又

は
主
観

的
犠
牲

コ

と

は
直
接
関

係
が
な

い
。
蓋

し
か
か

る
主
観
的
苦
痛
は

、
企
業
家

が
或

る
商

品
を
生
産

す

べ
き
や
否

や
、
ま

た
如

D高 田 博 士,同 書p.12g'%照 。
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何

な

る
規

模

に
放

て
之

を

生

産

す

べ
き

や

を

判
定

す

る
基

礎

と

な

る
客

観

的
費

用

に
還

元

さ

れ
得

な

い
か
ら

で
あ

る
。

か

く

し

て
生

産

費

と

は
、
企

業
家

が

生

産

諸

要

素

の
使

用

に
謝

し

て
支

沸

ふ
所

の
客

観

的
費

用

で
あ

る
。
惟

て
土

地

私

有

制

度

の
是

認

さ

る

る
資

本
主

義

経

濟
制

度

の
下

に
於

て

は

、
土

地

を
賃

借

し

て
農

業

生

産

に
従

事

す

る
限

り

、

土

地

は
生

産

手

段

な

れ

ば

、

そ

の

使

用

に
謝

し

て
支

彿

ふ

べ
き

地

代

は

、
生

産

費

中

に
當

然

入

る

べ
き

筈

で
あ

る

。
然

る

に
農

産

物

の
慣

格

は
窮

極

に
於

て
地

代

(差
倫
地
代
)
を

含

ま

ざ

る
限

界

生
産

費

に
よ

り

て
決

定

さ

れ

る

。
然

ら

ば

地

代

を

生
産

費

の
中

に
加

ふ

べ
き

理
由

は
何

に
よ

り

て

で
あ

る
か
。

先

づ

地

代

を
差

益

地

代

に
限

る

。
自

由

競
争

の
下

に
於

て

は
、
農

産

物

の
長

期

供

給

償

格

は
限

界

生
産

費

に
均

レ

ロリ
　

し
ヒ
ロコロ
ナし
　ヱ

し
む

ロロココぐち
　
コポ

ノ
リ
ロゴ

ドぼ
　ラ

ゴごコもヒ
へれ　くぬ

う
にヒ
トし

み置
引リワ
らコサ
レ
ドラ
ロコロは

　ノ
　
　ロト
ヘりいノ
コ
エ　

'
b
・干
,,
(

モ

「
.辰

口
嘘
暫

贋

月
」.十
〇

十
1
産

こ
修
1
㎞
グ
」
目
す
、
.
㌧
m些
虻
、
一'五
'理
.鋼
ぴ
rレ
月
レ」d
場
μ
獲
=
。、・{
『
鷹
と
遊
唄
…F
左
「
-、獅」
F

し

一(
ず♂
..!,

∬

`
F

F∂
オ
=
五
「づ
ー

ノ
=
刀
ー
ユr;

.
{

4
開
一(
一.一ノ
ノゴ

デ
フ

せ
ざ

る
、

從

て
地

代

を
支

彿

ふ

こ
と

を

要

せ

ざ

る
生

産

者

の
生

産

物

一
軍

位

の
生

産
費

に
等

し

い
。

而

し

て
長

期

均
衡

状
態

に
於

て

は

、
當

該

生

産

物

の
凡

て

の
軍

位

は

、
右

の
限

界

生
産

費

に
等

し

い
慣

格

で
販

責

さ

れ

る

。

だ

か
ら
差

益

を

有

し

,
其

の
生
産

費

用

(地
代
を
除
く
)
が

、

右

の
償

格

よ
り

小
な

る
諸

軍
位

を
生

産

す

る
生
産

者

は

、

自

己

の
生

産

費

(地
代
を
除
一
)
と

限

界
生

産

費

と

の
差

額

に
均

し

い
額

だ

け

の
鯨

剰

を

取

得

し
得

べ
く

、
之

が
地

代

に
轄

化

さ

れ

る
。・
故

に
長

期

均
衡

状
態

に
て

は

、
地

代

を
生

産

費

の
中

に
加

へ
て
考

ふ
れ
ば

、
限

界

生
産

費

は
李

均

生
産

費

に
均

し

く

な

る

.
帥

ち

優
等

地

の
耕

作

者

の
生

産

費

も
地

代

を

支

彿

ふ

こ
と

に

よ

っ
て
、

其

の
生

産

費

は

限
界

生

産
費

に

一
致

す

る

こ
と

、
な

る
。

差

益

地

代

は
生

塵

費

を
李

均

化

せ

し
む

る
作

用

を

有

つ
。

こ

れ

「
地

代

を
除

き

た

る
生

産

費

曲

線

は

上

昇

傾

斜
曲

線

と

し

て

現

は

れ

る

が

、
地

代

を
加

へ
た

る
生
産

費

曲

線

は
水

牛
線

と

な

る
」

所

以

で
あ

る
。

詳

言

す

れ
ば

生

産

物

各

車

位

常

b

の
生
産

費

は
地

代

を
加

ふ

る

こ
と

に

よ

っ
て
李

均

化

米
穀

の
生
産
費

に
聞
す
る

一
考
察

第
三
十
三
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六
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五
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.米
穀

の
生
産
費
に
關
す
る
一
考
察

第
三
+
三
巻

へ
四
四

第
六
號

五
八
.

さ

れ

る

の

で
あ

り
、

此

の
李

均

生

産
費

が

限

界

生

産

費

に
均

し

く
な

る
。

マ
ー

シ
ャ

ル
教

授

ば
此

の
黙

に
關

し

て
、

均
衡

状
態

い
於

て

「
総

膿

生

産

失
費

を

求

め

る

に
は

、
或

ぱ

こ
れ

ら

限
界

失

費

に
青
.物

の
軍

位

数

を
乗

余

る
か

、

㎝
、
ヰ

或

は
貨
物

の
各
個

の
部
分

の
現
實

の
生
産

失
費

を

一
々
加
算

し

、
之

に
生
産

上

の
差

別
利
益

か
ら
得

る
地

代
を
全

pふ

部
加

へ
れ
ば

い
い
。
即

ち
総

膿
生
産
失
費

は
右

の
何

れ
か

の
方
法

で
定

ま

る
か
ら

、
之

を
皆
、物
量

で
除

す
れ
ば
李

冊

契

費
を
求
め
・
こ
・
が
出
奮

・
・
帥
・
均
衡
状
態
に
於
て
は
、
地
袋

生
嚢

垢

ふ
る
・
・

に
・
つ
て

珊

生
産

物

の
軍
位
當

り

の
生
産
費
曲
線

は
水
李

と
な
り

、
か

く
し

て
得
ら

る
る
亭
均
生
産
費

が
限
界
生
産
費

と

一
致

加
功

金

頭

す

る

。

.

塚F

他方に於てマーシャルは、「限界に於て生.産されない生産物の生産費を評定するには、勿論地代としてある高をこの評定.に算

響
謳
鶏
誘
蝦
総
論
照
騎
論
隙固蕪
鍔
鵠
繋
筋
鍵
轟
璽
総
喋
、麺
騰
鶴
舞
嘱
謎
灘

繍
醐

飯
氏

P

慣
格

は
、
ン」
の
生
産
物
中
限
界

に
於

て
作

ら
れ
た

る
部

分
即
ち
地
代
を
生

ぜ
ぬ
程

に
不
利

な
條

件

の
下

に
於

て
作
ら
れ

る
部
分

の
生
産
費

に
等

し

い
。

・㏄
塚

●

此
・
部
分
・
路

糖

原
論
詰

隅
・
…

-
し
・
贅

し
得
・
.
・
の
以
外
・
部
分
・
鑑

・
つ
い
て
は
然
・
を
得
・
P

・
.
差
鑑

代
・

㎜
龍

騙
㌶
麟
鋤
霧
線
拠
畿
暴
騨
"慧
鍛
餓
螺
脇
誘
拐
醜
櫓
羅
藤騨離
離
駐
謙
献
纏
凱
灘
廟

難
耀
縦
霧
磁
梶
盤
礁搬灘
講
灘
舗
難
燃
灘
畷轟
鴇
辮
欝
騰
齢
鵬

所

で
あ
る
。

㎞
㎞

F

更
・
土
地
私
編

度
が
行
・
・
島

倉

於
・
は
・
差
益
地
代
・
外
籍

鑑

袋

璽

す
る
こ
と
が
あ
る
・

颪

の
土
黎

華

私
有
蓋

さ

㎞
鷺

れ
、
新

に
耕
作
し
得

べ
き
自
由
な
る
土
地
が
存
せ
ざ
る
場
合
に
於

て
は
、
土
地
所
有
者
は
最
劣
等
地

に
封
し
て
も
若
干

の
地
代
を
支
抗
ふ
に
あ
ら
ず

)
一
♪

1

2

「
」

ん
ぱ
之
を
賃
貸
せ
ざ
る
が
故
に
、

藷

も
地
代
が
蛋
生
し
、
其

の
額
だ
け
生
産
物
の
債
格
を
釣
上
ぐ
る
作
用
を
有

つ
。

即
ち
農
産
物

の
限
界
生
産



費

は
絶

封
地

代

の
額

だ
け
高

ま
ら
ざ

る
を
得

な

い
。
而

し

て
此

の
際

に
は
此

の
高

ま
れ

る
限
界

生
産

費

が
市
場
債
格

を
決
定
す

る

こ
と

エ
な
る
。

長

期
均
衡
状
態

(
土
地
賃
貸
契
約

が
少

く
と
も

一
回
以
上
更
　莉
さ
る

と
に
要
す

る
期

間
を
含

む
)
の
下

に
於

て
は
、
何
れ

の
土
地

に
於

け
る
生
産
悔
各

単

位
當

り

の
絶

対
地
代
額

も
均
等

の
も

の
と
な
る
傾
向

が
あ
る
。

蓋

し
土
地
所

有
者

は
何
れ

の
土
地

に
封
ず
る
各
投
資

(一)
・聾
)

も
同
様

に
有
利

で
あ

る
や
う
、
換

言

す
れ
ば
生
産

物

の
各
　早
位
當

り

の
生
産
費
(
差
金
地

代
及

び
紹
封
地
代
を
加

へ
る
)
が
均
等

と
な
る
や
う

に
、
紹
謝
地
代
を
要
求

し
得

る
筈

だ

か
ら

で
あ
る
。
故

に
假

令
絶
対
地
代

が
支
梯

は
る

・
に
し

て
も

、
紹
罫
地
代
及

び
差
額
地
代

の
全
部

を
加

へ
た

る
生
産

物
各

車
位
當

り

の
生

産
費

は
均
等

化
さ
れ
る
。
故

に
我

々
は

マ
1

シ
ヤ
ル
に
從

て
、
貨

物

の
各
個

の
部
分

の
現
實

の
生
産
失
費
を

一
々
加
算

し
、
之

に
全
地
代

(實
際

に

於

て
は
雨
音

は

一
括

し
て
支
梯

は
る

L
が
故

に
之
を
匠
別
す
る
を
得

な

い
)

を
加

へ
て
、
貨

物
量

で
除
す
れ
ば
限
界
失
費

に
均

し
き

平
均
生
産
費

を

楠昇
出

し
得

る
。
絶
対
地
代

は
農
産
物
償
格

の
原

因

に
し
て
結
果

で
は
な

い
か
ら
、
紹

鉗
地
代

に
關
す

る
限
り
、
循
環
論
法

に
限

る

こ
と
な
く
し
て
、

平
均
失
費

を
算
出

す
る

こ
と
が
出
来

る
。

以
上

に
よ

っ
て
瞭

な

る
が
如

く
、
農

産

物

の
階
…略
ゲ
眼
界
宝
走
費

こ
よ

っ
て
実
遣
さ

㌦
る
と

云

ぷ
ハ
よ
、
=文
明

均
衡

需
給
状
態

に
於

て
で
あ

っ
て
、
此

の
場
合

に
成

立
す

る
償
格

は
即
ち

正
常
償

格

で
あ

る
。

か
か

る
均
衡
状
態

が
出

現

す

る
前
提

と

し
て
は
、
農
企
業
家

が
最
高

利
潤
を
追
求

す

る
や
う

に
生
産

要
素
-

土
地

、
資
本

、
労
働
一

を
配
合

し
、
且

つ
此
等

生
産

要

素

の
産
業

諸
邦
門

間

へ
の
移
動

が
圓
滑

に
行

は
る
る
こ
と
を
要

す

る
。
此

の
移

動

に
際

し

て
現
る
る
摩
擦

係
敷

が
大

で
あ

れ
ば
あ

る
程

、
均
衡
擬
態

の
招
致
を
邊
延

せ
し

め
る
、
實
際

の
農

業
経
螢

殊

に
本

邦

に
於

け

る
如

き
小
農
経
管

に
於

て
は
、
生
産

要
素

の
移

動
が
頗

る
樗
慢

に
し
か
作
用

せ
す
、
自
由
競
争

に
よ

る
需
給

均
衡

作
用

は
頗

る
緩
慢

で
あ

る
。

既
述

の
如

く
生
産
費

が
慣

格
を
支

配
す

る
程
度

の
如
何

は
、
需

要

に
凝

化
な
し
と
假
定
す

る
限

b
、

一
に
償
格

の
騰
落

に
癒

じ
て
攣
化

す

る
供
給
函
数

の
如

何

に
依

存

し
て
み

る
。
而

し

て
之

は
農
業
生
産

が
償
格

に
癒

じ
て
如

何
な

る
程
度

に
伸
縮

す

る
か
に
懸

る
。
農

業
生
産

の
伸
縮

は
之

を

二
方
面

よ
b
考

へ
ら
れ

る
。
即
ち

一
は
農
業

生

来
穀
の
生
産
費
に
關
す
る
一
考
察

第
三
+
三
巻

氏
四
五

第
六
號

五
九

1)高 田 博士 、 経 済 學 新 講 、第 四 巻 、P・247.滲 照 。



{米
穀

の
生
塵
費

に
聞
す
る

一
考
察

第
三
十
三
巻

八
四
六

第
六
號

六
〇

産

規

模

、

即

ち

作

付

面
積

の
伸

縮

に
基

く
も

の

で
あ

b

、
他

は
軍

位

面
積

當

り

の
勢

働

及

び
資

本

投

下

量

の

伸

縮

、

即

ち

集

約

度

の
憂

化

に
基

く

も

の

で
あ

る
。

此

の
爾
者

が
如

何

な

る
程
度

に

行

は

る
る

か

は

.
の
農

業

経

螢

の
管

利

化

の
如

何

、
②

農

業

経

螢

が

商

品
生

産

を

行

ふ
程

度

如

何

、
同

耕

地

に
劃

す

る
競

争

作

物

の
有

利

の
程

度

如

何

に
依

存

す

る
。
然

か

も
農

業

の
有

機

的

生

産

に
於

て

は

、
自
然

現
象

に
よ

っ
て
左

右

さ

る

る

こ
と
人

な

る

た

め

、
農

民

の
意

志

活

動

に
基

く
生

産

伸
縮

の
結

果

は

、

必

ず

し

も

豫

想

蓮

b

の
生
産

額

、

ひ

い

て
供

給

量

の
伸

縮

を
齎

す

も

の

で

は
な

い
。

故

に
我

々

は
農

産

物

の
生

産

伸

縮

が

如

何

な

る

程
度

迄

、
人

爲

的

に
行

は

れ

た

る

か

を

ユ

コ
コ
ロ
ヒ

も
し
ロじ
こ
まり
ワ
ラ
げ
ユ
も
　
き
ロリ

コ
コしけ

ヘ
ロ
ロコ
　リ
ド
のじ
　

ご
ロ
　　　コし
ニモ
　
　ド
ヒドロ
二一ロ

エコドし　ニ　アユ
ほじう
ロラ

ロ　
　
コご
　
ノニコロド　
アピ
コの
け

知

ξ

に

に

崖

届

物

σ
.租

税

頻

重

に
伺

オ

て
追

ス
.居

σ
.樹

令

面
魂
.σ
.咽

調

度

と
艦

諜

絹

張

σ
、彗

騨
震

σ
猿

畳

と

よ

り

し

て

、
之

を

推
.測

す

る
外

は

な

い
。
然

か

も

一
農

産

物

の
集

約

度

の
年

々

の
攣

化

の
如

き

、
今

日

に
於

て

は
到

め

　

底

之

を
正
確

に
.算

出
す

る
を
得

な

い
。
米
國

の
如

き
螢

利
化
さ

れ
た

る
農
業
経
管

に
於

て
も

、
農
産

物

の
慣
絡
攣

動

に
件

ふ
作

付
面
積

伸
縮

の
程
度

は
左
程
顕
著

な

る
も

の
で
は
な

い
。

　

　

米
国
に
於
け
る
濃
霧

の
領
鐙

作
付
繧

と
・
間
・
相
聞
鐙

・
、
馬
欝

σ
・
.
二
三

八
七
九
⊥

込

三
年
)、
玉
蜀
津

9

β

三

(
一
八
七
九
一

一
九

一
六
年
)
燕

夢
+
O
・
〇

一=

八
六
戸
同

上
期
間
)
、
犬

蓼

+
○

・〇
五

一
七
(
同

上
)
、

ラ
イ
夢

+
○
・
二
四
三
(
同
上
)
、
甘
薯

一
〇

・

く

　

く

う

て

ぐ

二
七
二
叫
(
一
九
〇

一
1

[
六
年

)
、
乾
草

一
〇
・
一
一
九

三
(
一
八

七
九
!

一
九
、[
六
年
)
、
煙
草

一
〇

・
〇
六
七
五
(
】
九
〇

一
一

一
九

一
六
年
)
、
亜

く

く

ナ

コラ

ラ

ほ

.
師

+
Q
・
四

一
二

六
(
[
九
〇

三
f

一
六
年
)
、
棉
花

+
○
・
六

二
(
一
八

八
三
一

一
九

=
二
年
)
で
あ

る
。

(

.

(

本
邦

に
於

け

る
稻

作
反

別
に

つ
い
て
見

る
に
、
累

年
略
同
様
な

る
割

合
を
以

て
増
加

し
、
米
償
攣

動

の
人

な

る

り

に
比
し

て
、
其

の
攣
動

は
極

め
て
少

な
く
,
假
令
多
少

の
鍵
動

の
認
む

べ
き
も

の
が
あ

る
に
し

て
.も

、
作
付
面
積

の
伸
縮

に
よ

っ
て
供
給
量
を

増
減

し
て
、
需
給

の
均
衡
状

態

を
齎
す

べ
き
作
用

は
殆
ん
.ど
認

め
ら

れ
な

い
。
之

は

ラ

如

何
な

る
理

由

に
基

く
も

の
で
あ
ら

う

か
。
思

ふ
に

一
本

邦

に
於
け

る
稲
作

は
主
と

し

て
水

田

に
行

は

る
る
も

の

(

・)

2)

5)

那須 博 士 、 日本 農 業 論 、P・257・

例 へ ば 米 作 の 集 約 度 の 年 々 の愛 住 は 之 を完 で姿i,に知 り得 ぎ るを 、 販 費 肥 料 の

使 用 量 に よっ て 多 少 は 之 を窮 ふ こ と が 出 来 る。

∫.black,Elasticityofsupplyoffarmproducxs(journaloffauneconomics
Vol.vi.No.2.1924)P・152

L.H.Dean,Thefarmers'responsetoprice〔
.JournaloffarmeconomicsGr)L



で
あ
り

、
水

田

に
於

て
は
稻
作

に
代

b
得

べ
き
有
利
な

る
作
物
少

な
き
た
め

、
假
命

米
慣

が
生
産
費

以
下

に
降

る

ラ

も
、
直

ち

に
米
作

を
贋

し
得

ざ

る
た
め
で
あ

る
。

二
農
業

に
於

け

る
固
定
支
出

(つ
、、。.7
.・・.=
ゴ
、一)
♪
即
ち
生
産

量

に

く

關
係

な

く
要
す

る
支

出

た
る
小
作

料
、
租
税

、
農
業

機
具

の
償

却
費
等

が
相
當
大

で
あ

る
か
ら

、
米
償

が
下
落
す

る
も
之

に
癒

じ
て
直
ち

に
生
産
制
限

を
行

ふ
も
、
生
産
費

減
少

を
期

し
難

く
、
た

め
に
生
産
制

限
が

行

は

れ

難

　

い
。
三
小
農

に
於

け

る
勢

働
力

の
大

部
分

は
家

族
勢

働

で
あ

る
か
ら
、
米
償
が
生
産
費
以
下

に
下
落

し
た

る
場
合

く

に
於

て
も
、
工
場
生
産

に
於

け

る
如

く
勢
働
者

の
使
用

を
減
少

す

る
こ
と

に
よ

っ
て
生
産
制

限

を
行

ふ

を

…得

な

い
。

小
農

ば
自
家
勢

力
の
維
持

に
必
要

な

る
生
活
資
料
を
購

入
す

る
た

め

一
定

の
貨
幣
額

を
要
.す

る
が
、
か
か
る

際

に
は
填

ろ
静

力

投
下
セ
増

す

胤
と

に
上

っ
て
生
産

激
最
を
堆

し
、
盟
位

慣
格
下
落

に
よ

る
損
、失

を
生
産

畢
位
数

カ

も

も

量

の
増

加

に
よ

っ
て
補
は
ん
と
努

め

る
。
勿
論
此

の
程
度

は
、

一
方

に
於

て
自
家
勢

力
を
よ
り
有
利

に
利
用

し
得

る
副
業

又

は
日
傭

仕
事

の
有
無

と

、

他
方
自
家
勢
力

の

維
持

に
必
要

な
る

生

活
必
需
品

の

債

格
と
農
家

の
販
責

　

す

べ
き
米

の
慣

格
と

の
比
蛮
・に
も
依
存
す

る
。

四
米
債

の
攣

動

は
収

穫
高

の
如

何
と

一
般
経
濟
状
況

の
如
何

と

に

く

基

い
て
鍵
動
ず

る
も

の
で
あ

る
が

、
農
家

に
と
り

て
は
翌
年

の
米
慣

を
豫

恕
す

る
こ
と
難
き

た
め
、
か
か

る
豫
想

に
基

い
て
生
産

の
伸
縮

を
試

み

る
も

の
な
く
、
ま
た
假
令
生
産

制

限
を
試

み
ん
と
す

る
も
、
生

産
者

の
多
数

に
し

て

一
致

せ
る
行
動

を
探
り
得
ざ

る
こ
と
は
、
か

か
る
金
園
を
全

く
失
敗

に
賺

せ
し

め
る
。
か

か
る
諸
事

情

に
基

き
、

農
家

の
意
志
活
動

に
よ

っ
て
米
穀

の
供
給

を
統
制

す

る
こ
と
難

く
、
寧

ろ
そ

の
供
給

は
、

こ
の
意
志
活
動

を
離

れ

た

る
天
候

の
如
何

に
基

く
所

の
牧

穫
の
豊

凶

に
よ

っ
て
左
右
さ

れ

る
。
然

か
も
牧
穫

の
豊

凶

に
基

く
供
給

の
増
減

は
、
需
要

と
均
衡

を
保

つ
や
う
好
都
合

に
行

は
れ
す
、
矯

め

に
米
償

は
永

き

に
満

っ
て
不

正
な

る
状
態

に
置

か
る

米
鍛
の
生
産
費
に
欄
…す
る
一考
察

第
三
十
三
巻

八
四
七

第
六
號

六
一

%T.No・3・1929)P・368・

1)東 浦 庄 治 氏 、 来 慣 と 来 作 付 面 積 と の 関 係(帝 国 農 會 艱 難18巻 第II號)P・32・

参 照 。
2)belschaw,Theprofitcycleinagricultm.(,(TheeconomicJournalVol,26.

march)1926・P・29・



米
穀

呈

露

に
聞
す
三

考
察

第
三
+
三
巻

八
四
八

第
六
號

六
二

る
を

免

れ
難

い
。

故

に
實

際

に
於

て
は
農

家

が
意

志

活

動

に
よ

っ
て
供

給

を
統

制

し

て
需
給

の
均
衡

を
招

致

し

、

限

界

生

産

費

に
均

し

き

正
常

.償

格

を
出

現

せ
し

む

る

こ
と

は

困

難

で
あ

る
。

加

之

、
今

日

に
於

て

は
内

地

よ
り

生

産
費

低

き
朝

鮮
及

び

毫

潜

米

が

多

量

に
移

入

さ

れ

る
。

勿

論
内

地

に
入

込

む
毫

鮮

米

は

、
内

地

市

場

に
於

て
は
内

地

米

慣

格

に
引

き

つ
け

ら

れ

、

産

地

に
於

け

る
費

用

償

格

よ

り
幾

分
高

ま

る
も

の

で
あ

る
が

、
他

方

内

地

米
償

格

も

ま

た
低

安

な

る
垂

鮮

米

に
墜

せ
ら

れ

て

,

正
常

慣

格

よ

り
低

下

す

る
も

の
な

る

こ
と

は
之

を

爾

ふ
を

得

な

い
。

謂

は

ば
今

日

に
於

て

は

、
限

界

生

産

費

説

の
前
提

た

る

べ
き
「
孤

立
國

」
の

　
ぎ
ヒ
　　ラ
トし

コ
　ノ
コ

ラ
　

ラ
マ

ラ
　ラ
コ

あ

　

　
ゐ
　ら
ロ

ロ

ヨコし
ド

コ

個

塗

力

働
.壱

顧

て

走

る

α

て
『
二っ
て

睦

地

米

の
正
、常

爆

格

を

り

て
其

の
.限
界

生

壼

費

に
均

し

き

も

刀
と

興

ず

る

限

り

、

か

か

る
正
常

償

格

は

現
質

の
内

地

米

償

の
長
期

趨

勢

曲

線

よ
り

は

、
幾

分

高
位

に
あ

る
も

の
と

解

せ
ら

れ

る

。

、

三
、
米
穀
の
生
産
費
曲
線

以

上

に
よ

っ
て
、
米
償

が
限
界

生
産
費

に
よ

っ
て
決
定

せ
ら
れ

る
と

い
ふ
の
は
、
如

何
な

る
意
味

に
於

て
で
あ

る
か
を
瞭

に
し

た
。
而

し
て
米
償

調
節

の
基

準
と

し

て
求
め
ら

る
る
も

の
は
、
此

の
限
界
生
産
費

を
意
味

す
る
も

の

で
あ

る
と

一
慮

は
解

す

べ
き

で
あ

る
。
然

る

に
吾

々
は
實
際

に
於

て
、
米
穀

の
限
界
生
産
費

を
直
接

に
算
出

す

る
手
段

を
有

せ
ざ

ろ
が
故

に
、
米
穀

の
各
個
の
部

分

の
現
實

生
産

失
費

を

一
々
加
算

し
、
・
之

に
地

代
全
部

を
加

へ

て
、
米
穀

の
生
産
数

量

で
除

し
た
る
雫
均
生
産
費

を
求
む

る
よ
り
外

に
探

る

べ
き
方
法
は
な

い
P
長
期

均
衡

状
態

漿

て
、
此
皐

均
生
産
費
が
限
界
生
産
費

三

致
す
る
も
の
で
あ
る
.
而
し
て
此
の
場
合
、
李
均
生
産
費
を
算

り 拙稿、米鍛 を通 じて見 たる朝鮮 と内地 との關係(纒 濟論叢第33巻3號)参 照。



出

す
る
た
め

に
探

る
べ
き
李

均
法
は
、
算

術
李
均
法

で
な
け

れ
ば
な
ら

ぬ
。

.

上
述

せ
る
如

く
長
期
均
衝
状

態

に
於

て
は
、
地

代
を
加
算

せ
る
生
産
費
曲
線

は
水
亭
線

と
な
る
も

の
で
あ
る
。
然

る
に
寳
際

の
生
産
費

調
査

の
結

衆

に
よ
れ
ば
、
如

何

に
正
確

に
生
産
費

を
算
出

す

る
と
も

、
そ

の
曲
線

は
水
平
線

と
な
ら
ず
、
上
昇
的
傾

斜
曲
線
を
示
す

で
あ
ら
う
。

こ
れ
生
産
費

調
査

の
桁

は
る

芝
時
期

に
於

て
は
、
需

給

の
均
衡
状
態

が
成
立

し
居

ら
ざ
る

こ
と

に
も
基

く
が
、
街

ほ
そ
れ
以
外

に
左

の
諸
事
情

に
も
よ

る
も

の
で

あ

る
。
↑
地
代

理
論

の
構
成
上

に
於

て
は
、
農
企
業
家

は
総

て

一
律

な
る
企
業
能

力
を
有
す
る

こ
と
を
前
提

と
す

る
が

、
賞
状

は
大

い
に
之

と
果
た

る
も

の
が
㊧
る
局

故

に
此

の
農
業
経
管

者

の
企
業

能
力

の
差
等

よ
り
し
て
、

一
種

の
生
産
者
鯨
剰

た
る
準
地
代

が
登
生

す
る

こ
と

、
な
る

の
が
理
由

ユ

　
　

の
第

[
で
あ

る
。
ヒ

現
實

の
小
作
料

、
殊

に
我
國

に
於

け
る
小
作

料

は
理
論
上

の
地

代
と
必
ず

し
も

一
致

せ
な

い
。
現
實

の
小
作
料

は
地

主
小

作
人

間

の
靴
會
的
勢
力

關
係

の
如
何

に
よ

つ
.て
決

せ
ら

る

」
が
故

に
、
且

つ
ま
た
哉
國

の
小
作

料

は
分
盆
小
作

料

の
性
質
を
多
分

に
有
す
る

が
故

に
、
現

實

の
小
作
料

が
理
論
上

の
地
代
以
上

に
上

る
場
合

が
決

し
て
稀

で
は

な

い
。
即

ち
小
作

料
中

に
は
理
論
上

の
地

代

の
外

に
、
小
作

人
が
正
常

に
取
得

し
相併
べ
き
筈

の
利

潤
久
は
勢
賃

の

…
部
分

を
も
含

む
場
合

が
あ
り
姻得
る
。

從
て
生
産
費

乃
調
窪

(
察

し
、
小
㌃

入

わ
勢
ヵ

を

一
歳

D
避

隊
頽

こ
彙
薙

t

…し
班
遡

獄
・曝

に
加

へ
、
且

デ.
不
當

に
高

熱
小
作

料
な

も
其

の
儘

貨
幣

に
換
算

し

で
加

算
ナ

る
ゑ
蓉
は
、
勢
賃

の

一
部
分

が

二
璽

に
計
上

融
る

瓢
こ

と
寝

る
を
免
れ
な
い
。
崇

理
由

鋸

二
で
あ
・
。
⇒
理
論
キ

畠

競
争

の
下

に
於

て
は

斬

一
慣

の
法
則
が
行
は
る
と

と
を

前

提

と
す

く

る
。
然

る

に
實
際

の
生
産
費
調
査

に
於

て
は
、
生
産
米

、
生
産

手
段
、
小
作
料
等

の
貨
幣
換
算

に
際

し
て
は
、
各
地
方
毎

に
異

な
る
庭
先
相
場

を
用

み
る
が
故

に
、

一
物

一
慣

の
法
則

が
行
は
れ
ざ

る

こ
と

」
な
り

、

こ
れ
に
よ

っ
て
各
箪
位
生
産

物

の
生
産
費

に
差
異
を
来

た
す

が
、
理
由

の
第

三
で

　　

あ
る
。
佃

理
論
上
地
代
及

び
正

常
便
格
成
立

の
前

提

と
し

て
、
正
常
的
牧
穫
高
を
前
提

と
す
る
。

然

る
に
敗
穫

豊

凶

の
程
度

は
全
國
的

に

一
律

な
ら

ず
、
地

山力
に
よ

っ
て
多
少
里
ハな

る
が
〃畝
に
、
農
家
毎

に
差
等
あ

る
函生
産
物

鼠
・位
鍛
且里
(
敗
{穫
の
聾

凶

の
寒
空
マ
に
竹
田
く
)
を
…以
て
、
各
農
家

の
生
産

費
を

ラ

除

し
た
る
畢
位
當

り
生
産
費

に
差
等
を
生

ぜ
し
む

る
が
、
理
由

の
第

四
で
あ
る
。

五
殊

に
自
作
農

の
生
産
費
調
査

に
際

し
て
は
、
濫
例

土
地
資
本
利

く

子
が
加
算

さ
る

エ
が
、
帝
國
良
禽

は
土
地

資
本
利
子
と

し
て
農

地

の
市
場

慣
格

の

一
定
歩
合

を
と
り
、
農
林
省
は
類
地

通
常
小
作
料

(
租
税
其

の
他

の
.公
課
を
除

(
)

の
貨
幣
額
を

と
る
。
然

る
に
地

債

の
榔
念
は
理
論
上

の
地
代
を

一
定
利
子
歩
合
を
以

て
資
本
額

に
還
元

せ
る
貨
鱗
額

に
よ

っ
て
規

定

さ
れ

る
。
然

る

に
{農
地

の
市

場
慣
格

は
収
益
償

格
よ
り
上
下

に
一離
る

エ
を
常
と
す
る
が
故

に
、
ま
た
類
地
小
作
料

も
埋
設
醐
上

の
地

代
と

一
致

せ
ざ

る

が
故

に
、
自
作

農

の
生
産
費
曲
線

は
水
平

と
は

な
り
得
な

い
。

然

る
駕
本
邦

に
於

け

る
五
百
敷
十
萬
戸

の
農

家

に
就

て
、
其

の
生
産

米

の

一
々
の
生
産
費

を
調
査

し

て
、

心米
穀

の
生
産
費

に
關
す

る

一
考
察

第
三
+
三
巻

八
四
九

第
六
號

さ

二

マ

ー

Taylor,AgriCttlmral economics. Chap・.匪7・ 参 巨石o

.
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釆
磐

生
産
費
に
開
ナ
る

一
考
察

第

三
+
=
一巻

八
五
〇

第
六
號

、六
四

シ
ヤ

ル
の
意

味
す

る
孕
均
生
産
費

(限
界
生
産
費
に
等
し
い
)
を
算
出

す

る
こ
と
は
事
實

上
不
可
能

で
あ
・る
。
更

に
本
邦

農
家

の
全

部
が
資
本
主
義

的
原

則

に
從

て
、
米

を
商

品
と
し

て
生
産

す

る
も

の
で
な

い
か
ら
・
農
家

が
自
家

用
飯

米

を
得

る
目
的
を
以

て
不

利
不
便

を
忍
び

つ
つ
経
管

す

惹
場
合

に
於

て
は
、
自
家
勢

力

を
他

に
船
い
有
利

に
利
用

す

る
機
會

が
な
け
れ
ば

、

生
活
基

準
を
維
持
す

る
必
要

上
、

米
作

の
勢
働
集
約
度

を
合
理
的

(資
本
家
的
打
算
よ
り
見

た
る
)
な

る
以
上

に
高

む

る
を
要

す

べ
く
、
從

て
此

の
勢

力

を
生
産
養

中

に
加

ふ
れ
ば

、
軍
位
量
常

り
生
産
費

は
極

め
て
高
額

と
な
ら
ざ

る
を
得
な

い
。
併

し
米

の
市
場
慣

格

を
決
定

す

る
供
給
量

は
、
市

場

に
現
は

る
る
米
量
な
b

と
解
す

べ
き
を
以

て
、
米

の
眼
界
生
産
.費
.と
は
即
ち
商

品
化

さ

る
る
来

月
眼
界
生
産

費

㌘
ち

る
と

鮮
ぐ

輩
界
よ
障1

'
し
ー

ノr
ノ
一
2

r
「

`

～
'
■

ゴ
メ
ノ
ζ
,ノ

し
、
碇

て
代
表
郎

な

る
米
作
地
方

に
於

け

る
普
通

の
稻
作
経
螢

を
選
び
、
其

の
其

の
多
数

の
生
産
費

の
李
均

を
以

て
、
.商

品

と
し
て
市

場

に
現

は
る

、
米
穀

の
限
界
生
産
費

と
看
做

す

べ
き

で
あ
ら
う

。
昭
和
五
年
度

の
帝
國
農

會

の
米
生
産
費

は
七
七

一
戸

の
農
家

に
就

て
調
査

さ
軸
、
本
年
度

よ

り
改
正
米
穀

法

に
よ

っ
て
調
査

さ
る
る
生
産
費

は

一
.
〇
三
〇
戸

の
農
家

に

つ
い
茎

國

的

・
行

は

る
・
こ
と
と
な

っ
て
奮

・
故

に
禽

農
家

吾

数

+
萬
戸

ゆ
中

よ
り
.、
僅

に
千
鯨

戸

の
農
家

を
選
ん

で
其

の
生
産
費

を
算

出
す

る
も
の
な

る
を
以

て
、
謂

は
ば
全
國

的

に
見

て

典

型

的
な

る
農

家

の
生
産
費

を
見
出

さ
ん

と
す

ろ
趣
旨

で
あ

る
と
解
す

る
外

は
な

い
。

叢

に
各
庸

愚
震
會

よ
り
得

た

る
六
八

一
戸
の
自
作
農
家

の
昭
和
五
年
度
産

米

の
生
産
費

資
料
よ
り
、
(註
一
)

各

農
家

に
於

け

る
米

一
石
當

り

の
生
産
費
分
布

が
如
何

に
な
れ

る
か
を
示
し
、
如
何
な

る
方
法

に
よ

っ
て
準

均
生
産

費

を
算
出

す

る
が
安
當

で
あ

る
か
を
吟
味

し
、
且

つ
此

の
資

料
よ
り
費
用

曲
線
類
似

の
曲
線
を
導
出
し

、
か
か

る

統
計

納
費

用
曲
線

は
理
論
上

の
費

用
曲

線
と
如
何
な

る
關
係

に
あ

る
か
を
瞭

に
し
や
う

と
思

ふ
。

1)Studenslq,Intensit盗tund]Pゴeudointeneit銭tindermssischenBauernwirtschft

(Berlchte哉berLandwirtsch訂tNeueFo】geII≧d・VI・Heft2・)5・213・

棚 橋 初 太 郎 氏 ・4・ 農 経 済 論 ρ 基 礎 概 念(農 業{1}　濟 研 究 第 ・巻 第 ・號)P.59.

参 照 。
2) 線 戸 鍛ZF均 の 来一 石 當 生 産 費 は26圓lo(土 地 資 本 利 子4分)と な っ て み る

。
3)荷 見 突 氏 、 米 穀 生 産 費 調 査 に 就 て(帝 国 農 會 執 筆21巻 第8號)参 照 。



(
註

陶
)

昭

和

五
年
度

の
各
府
縣

の
産
米

生
産
費

調
査
資
料

よ
り

の
材
料

に
基

き
、
北
海
道
(
二

一
戸
)
、
青
森
(
一
五
戸
)
、
岩
手
(
一
九
戸
)
、
宮

城

(
三

戸

)
、
山

形
三

三
戸
)
、
齋

(
大

戸
)
、
茨
木

三

六
戸
)
、
栃
木
(
一
五
戸
)
、
群
馬
(
一
三
戸
)
、
埼

玉
二

〇
戸
)
、
新

潟
三

七
戸
)

、
富
山
(
大

戸
)
、
石
川
(
一
四
戸
)
、
山
梨

(
三

戸
)
、
岐
阜
(
二
四
戸
)
、
静
岡
三

〇
戸
)
、
愛
知
(
三
〇
戸
)
、

三
重
(
二
三
戸
)
・
滋
賀

(
;

戸
)
、
京
都

(
一
五
戸
)
、
兵
庫

(
三

八
戸
)
、
和
歌
山
(
九
戸
)
、
鳥
取
(
一
〇
戸
)
、
島
根
(
一
五
戸
)
、
岡
山
(
二
〇
戸
)
、
廣
島
(
二
九
戸
)
、
山

口

(
二
〇
戸
)
、
徳
島
(
}
二
戸
)
、
愛
媛
(
一
九
戸
)
、
高
知
(
八
戸
)
、
福
岡
(
三
七
戸
)
、
佐
賀

(
一
四
戸
)
、
長
崎
(
一
一
戸

)
、
熊

本
(
二
〇
戸
)
、
宮

崎
(
一
五
戸
)
.
鹿

児
島
(
二
三
戸
)
の
総

計
六

八

一
戸

の
生
産
費

で
あ

る
。

直
接

生
産
費

と
し

て
は
種
子

、
肥
料

、
勢
力
、
諸
材
料

、
畜

力

の
諸

費
用
、
臨
接
生
産

費
と

し
て
は
農
具
、
建
物

、
租
税
諸

員
推

、
土
地
資

本
利
子
(
三
分
)
の
諸
費
用

を
と
れ
る
も

の
で
あ
る
。
此
等

の
費

用
項
目
を
採

る

こ
と
は
果

し
て
安
當

で
あ
る
か
、
叉
各
費
用
項

目

の
計
算
法

は

如
何

な
る
方
法

に
よ
る
を
可
と
す
る
か

に
就

て
の
議
論

は
、
之

を
他
日

の
機
會

に
譲

り
、
叢

で
は
從
來

の
農
會

の
調
査
方
法

に
よ

っ
て
嬰
表

さ

れ

た
る
結

果
を
利
用

し
て
、
生
産

費

の
且
膣
的
考

察
を
進

め
る

こ
と

』
す

る
。

ミ
ロ
し
コ
ラ

のヘ
ヒ

　
ロ　　
　

ム
ヒ

ナ
ヘヱ
き
オ
ヰ二
二
　ゐ
リヒ

　
り
るユ

ウド
も
コ
し
ロ

ロ
コ

リ
マ
コ
し

　
　ヨ
ニ
　
マ

ノ
リ
　
コ
　
ロ

ノ
コ

ト
ピ
　

　
　
　

ノ

イ

0
.メ

ノ

一
弄

σ
・男

【
孝

君

名

届

肇

'
ゴ

如

甕

埣

矛

弓

を

三

男

と

貝

穫

る

」
を

蛋

辻

し

、

郵

医

の

間

隔

を

な

す

組

の

度

敷

分

布

表

を

作

成

し

、

そ

の

分

散

の

程

度

を

示

す

爲

め

歪

度

を

求

め

や

う

。

同

時

に

算

術

李

均

、

並

数

、

魯

中
位
敷

を
求
む

れ
ば
第

一
表

の
如

く
で
あ

る
。

第

一
表

に
於

て
は

、
土
地
資
本
利
子

と
し
て
地
償

の
三
分
を
見
積

つ
た

も
の

で
あ

る
が
、
今

日
の
自
由

競
箏

の

下

に
於

て
は
、
常

に
間

接
生
産
費

迄
を

も
完
全

に
償

ふ
に
足

る
憤
格

を
期

待
す

る
を
得
す
、
原

料

、
勢
働

、
替
業

施

設
消
耗
高
等

の
如

き
特
殊
生
産
費

、
即
ち
直
接
生
産

費

を
償

ふ
に
足

る
償

格
を
以

て
販
責

せ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ

の

場
合

が
あ

る
。
故

に
自
作
農
経
螢

に
於

け

る
米
生
産

に
於

て
も

、
常

に
如

何
な

る
場

合

に
も
間

接
生
産
費

た

る
土

地
資
本

利
子
迄

も
補
償

さ
る
る
程

に
高

き
市
債

を
望
む

こ
と
は
出
来
な

い
。
今

日

の

一
般
不

況
時

に
際

し

て
は
殊

に
黙

り

で
あ

る
。
故

に
参
考
迄

に
土
地

資
本
利
子
を
全
然

見
積

ら
ざ

る
、
前

記
⊥
ハ
八

一
農
家

の

」
五
常

生
産
費

を

米
穀
の
生
産
費
に
關
す
る
一
考
察

第
三
+
=一拳

八
五
一

第
六
競

六
五

1)此 等 の諸 鮎に就 ては、河 田博 士 、米 領基 準 の理 論 と實 際(昭 和 六 月十 月)
。近藤康 男氏

、農 産物 生 産費 の研 究、(昭 和六月 七 月)。 小 休隆平 氏、 農業 生産 費
の研 究 、(昭 和 四年 四月)参 照。

2)Marshall・ibid・,P・374・ 近藤 氏、 同書 、]…〕・65 .参 照Q



●

米
穀

の
生
産
費
に
關
す
る

一考
察

求

め

、
之

が
度

敷

分
布

を

示

せ
ば
第

二
表

を

得

る
。

第
三
十
三
巻

八
五
二

第
六
號

六
六

第一表:米 一石當生産費の度数分布

(土地資本利子 を三分 とす)

　
㈹ 農 家 の

蓄 積 歩 合

0.1

0.8

3.8

13.9

30.5

47.3

61.5

752

84.3

90.4

94.4

96.9

98.4

99.1

99.3

99.6

99.7

99.9

100.0

農 家 の 蓄
積 度 鰻(3)

戸

1
6
6
5
8
2
9
2
4
6
3
0
0
5
6
8
9
0
1

2
9
0
2
1
1
7
1
4
6
7
7
7
7
7
8
8

2
3
4
5
5
6
6
6
6
6

6
6

6
6
6

一 石 當生 産費

(1)
III円

11_ユ2.99

13-14,99

15一 ユ6.99

17_18.99

19-20.99

21_22.99

23_24.99

25_26.99

27_28.99

29_30.99

31_32.99

33_34.99

35_36.99

37_38.99

39_40.99

41_42.99

43_44.99

45_46.99

47-48.99

農 家 の産殿
(2>

1

5

20

69

113

]14

97

93

62

42

27

ユ7

ユo

ろ

1

2

1

1

1

戸

円
.標準偏差(δ)5.08

靴 緻(諭29・1…

1三1≦讐 些)(+)・ ・4531

681戸 の箪術

平均生産費
"並 数

円

24.】2

21.92

"中 位 数25
.57

第

二

表

に

よ

る
も

度

数

分

布

は

、

生

産

費

の
高

い

方

へ
向

っ

て

歪

ん

で

み

る

が

、

そ

の

歪

の

程

度

は

第

一
表

に

比

す

れ

ば

遙

に
少

な

い
。

之

は

土

地

資

本

利

子

を

控

除

せ

る
結

果

で

あ

ら

う

と

考

へ
ら

れ

る

。

蓋

し

一
般

に
知

舜

ら

る

る

如

く

、

農

地

の

市

場

僧
団
格

は

純

農

村

と

都

市

の

近

郊

と

に
於

て

、

又

各

地

方

間

に

於

て
大

い
な

る

差

異

ρ
二
に
ド
r
.七
回
ー
軍
戸..=
り
.)
O

臣
下

ノ
野
P
一
三《

」引
=
[4
て
糸

曳

ピー
↓d
.、r、

弔

し

賃

　
目
4

に

よ

る

も

第

二
表

に

よ

る

も

、

程

度

の
差

こ

そ

あ

れ

、

正

の

歪

度

を

示

し

・

b

て

る
}
る

()

か
く
の
如

く
軍
位

當
生
産
費

の
分
布
曲
線

が
正
規
曲
線

を
示

さ
ぎ

る
を
以

て
、
如

何
な

る
平
均

を
と

る
を
姿
當

と

す
る
か
が
周
題

と
な

る
。
既
述

の
如

く
、
均
衡

状
態

に
於

て
は
、
米
穀

の
供
給

の
各
個

の
部
分

に
就

て
現
實
生

産
費

を

一
々
加
算

し
、
之

に
地
代
総
額

を
加

へ
た

る
も

の
を
全
供
給
数

量

で
除

す
れ
ば

、
限
界

生
産
費

に
均

し
き

1)木 村修三氏、農業生産費 に就)・て(九 州帝圃大學農學部農業経管學研究資

料第五號)参 照。



第二表 米・一石當生産費の度数分布

(.土地資本利子を見積 らず)

農 家 の 蓄
積 歩 合(4}

2.3
7.8
25.6
44.9
64.9
77.5
87.1
94.6
97.2
98.8
99.6
100.0

農 家 の 蓄
積 度 数(3)

戸

16

53

ユ74

306

442

528

593

644

662

67:;

678

681

寡L三家 の度 籔

(2)

.

戸
ρ
U

「'

1
一
2

〃
い

5

暫じ

1

8

1

「じ

"
P

1

0
ゆ

り
細

り
U
り
J
Q
O
ρ
U

配り
「
1

1

一石 當 生 産費

(1}
円 円
～,一10.99

11-12.99

]3_13.99

16_16.99

17一一18.99

19_20.99

21_22.99

23-24.99

25冒_26.99

27-28.99

29-30.99

31_32.99

円
標 準偏 塗(δ)4.08

愛住畷 ÷)22脇

歪度(竺磐)(・)・鰯

1「[

皿8.o三

五7、79

且7.50

681戸 の算術
平均生産費
"並 敬

"中 位数

牢
均
生
産
費

が
得
ら
れ

る
。
此

の
場
合

に
は
算

術

李
均
法
を
用

ゆ
れ
ば

よ
ろ
し

い
。
然

る
に
現
實

生

産
費

調
査

の
目
的
は

、
か
か
る
限
界
生
産

費
を
求

む

る
に
あ

る
も
、
實
情

は
之

よ
り
離

る
る
こ
と
遠

く
、
寧

ろ
謂
は
ば
全
國

的
の
血
八型

的
生
産
費

を
見

出
す

も
の

に
外
な
ら

な

い
か
ら

、
叢

に
採

る
べ
き

李
均

法
が
問
題

と
な

る
。
即
ち
調
査

生
産
費
系
列

の
最

も
代

表
的
な

る
生
産
費

、
即

ち
系
渦
中

の
最

も
典
型

的
な

る
生
産
{賀
を
求
む

べ
き
で
あ

る
。
前

掲

二
表

の
生
産
費
度

数
分
布

よ
り
見

る
も
、
・何
れ

も

正
の
歪
度

を
示

す
が
故

に
、

か
か

る
系
列

の
代

表
値
と

し

て
は
、
螢

術
年

酋
よ
り
も
寧
ろ
並
毒

を

採

る

べ
き

で
は
な

か
ら
う

か
。
勿

論
李
均
生
産
費

の
代
表

的
性

質

は
、
生
塵
費
め

度
数
分
布

の
如
何

と
適
當

な

る

並
数

の
存
在
と

を
前

提
と
す

る
。
従
来
調
査
さ

れ
た

る
生
産
費

の
分
布

は
、
賃
銀

及
び
所
得

の
度
数
分
布

と
同
じ

り

く
、
正

の
歪
を
持

つ
た
形
を
示

す
も

の
で
あ

る
。
勿
論
度
敷
分

布

が
正
の
歪

を
有

す

る
限

b
、
並
数

は
算

術
季
均

よ
り
も
低

く
現

ば

る
る
は
當
然

で
あ

る
。
然

る

に
帝

國
農

會

に
於

て
は
従
来
常

に
算
術
平
均
法

が
採

ら
れ
、
農

林

省

も
ま
た
之

に
依

ら
ん
と
す

る
も
の
で
あ

る
が
、
(註

一
)

か
か

る
尋
均
法
が
採

ら

る
る
理
論
的

根
擦

は
何

に
よ

る
.

来
由殿
の
生
産
費
に
關
す
る

一
考
察

第
三
十
三
巻

八
五
三

第
六
號

六
七

profit(Theguarしerly.

2)Bennett,op・cit・P・7≡;

1)K.Simpscn,Furtherevidenceonthe.1.elation
'
ournalofeconon】i.,,^5.Col.

以 下 参 照 。

betweenpi'ice,cost,and

37・,9z3・)P・490.



米
穀
の
生
塵
費
に
聞
す
る
[
考
察

第
三
十
三
巻

八
五
四

第
六
號

六
八

ち

の
で
あ

ら
う

か
。
全
國

的

に
調
査

せ
る
数

百
戸
乃

至
千
徐
戸

の
生
産
費

よ
り
し

て
、
再

三
筆

者

の
指
摘

せ
る
が

如

き
意

義

に
於

て
、
限
界

生
産
費

た
る

べ
き
卒
均
生
産
費

を
見
出
し
得

る
と

の
意

見
の
下

に
於

て
行

は

る
る
も

の

で
あ
ら
う
か
。

■

(莚

)

叢

菟

行
A.(昭
和
六
年
六
年
三
造

㎎

薯

等

顎
済

第
篠

に
・
れ
ば
、「糞

土
窪

は
命
令
の
定
む
・
暫

墜

輩

調

査

し
た
る
各
農
家

の
立
米

一
石
當
生
産
費
(
例
外

と
認
む
る
も

の
を
除
く
)
を
卒
均
し
て
之
を
算
出
す
」
と
あ
る
。
外
外
い
謙
か
か
い
ゆ
わ
険
い

あ

但
書

は
極

め
て
曖
昧

で
あ
っ
て
、
調
査
農
家
最

の
貰

の
一
石
當
生
嚢

を
例
外
と
診

た
る
か
、
叉
如
何
な
る
理
由
に
よ
っ
て
例
外

と
認
め
た
.卸

を
公
表
さ
れ
ざ
る
限
り
、
算
出
さ
れ
た
皐

均
生
産
費
そ
の
も
ぞ

本
筥

就
て
戦

疑
問
が
起
る
で
あ
ら
う
・

更

に

生

産

費

調

査

資

料

よ

b
.
統

計

的

費

用

曲

線

を

算

当

甘

ん

と

ず

る

読

今

ブ

、

ア

メ

リ

カ

二

峰

C

T

よ

t

ご

b

ヒ
ヒげ

ロ
　

コ

げ

ロ
　

ロ
　
ドひ

りドリ

　

コ

　
ド
　

オ

ル

オ

く

オ

い

か
プ

る
が
、
か
か

る
費

用
曲
線

は

需

品

の
生
産
費

と
生
産

せ
ら

れ
た

る
盆

里
と

の
關
係
を
示
す

も

の
で
あ

る
・此

の
曲

線

は
上
掲
第

一
表
及

び
第

二
表

に
示
せ

る
如

き

一
定

間
隔

の
生
産

費
を
有
す

る
農
家

戸
数

の
蓄
積
歩

合

の
外

に
、

各
農
家

に
於

て
生
産

さ

る
る
生
産

物
数
量

の
蓄
積
歩
合

(b
。。≡
。三
・…
・
賓

。。三

。
ぞ
5
寿

二
。・)を
算

出

し
、
生
産
費

を

縦

座
標

に
と

り
、
数
量

の
蓄
積

歩
合

を
横
座
標

に
と
り

て
描
出

せ

る
曲
線

で
あ

る
。

タ
ウ

シ
ツ
グ
は

か
か

る
曲
線

を
以

て
、
費
用
と
償

格
と

の
研
究

鋳

し

蚕

展

時
期

を
劃
す

る
も
の
で
あ

り
、「
経
済

學

の
進

歩
に
封
ず

る
最

も

有

望

な

る

手

段

の

一
だ

」

と

ま

で

確

言

し

た

こ

と

が

あ

る
。

か
く
し
て
描
出
せ
る
統
計
的
費
用
曲
線
が
理
論
上

の
費
用
曲
線
と
本
質
的
に
異
な
る
は
瞭
か
な
る
所
で
あ
る
。

}
=
首

言

及

翼
年
・9

が
意
味
す

る
、
理
論
的
費
用
曲
線
導
出

の
前
提
た
る

「
一
定

の
年
産
額
を
有
す
る
商
品

の
生
産
費
と
は
、
こ
の
商
品

の
生
産
者
が
総
膿

に
於
て
、
損
失
を
被
る

.と

な
ε

て
此
の
分
量
を
生
産
す
る
た
め
最

得
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
最
小
限
度
の
貨
簿

」
に
し
て
、
彼
等
の
意
味
す
る
費
用
曲
線

に
於
て
は

縫
座
標
は
生
鐸

を
示
し
、
横
座
標
は
當
該
商
品
の
全
舞

蒼

よ

つ
て
年

杢

奮

る
・
分
量
を
示
す
・
故

量

の
驚

醤

於
け
る
攣
化
は
年

々
の
並
産
規
模
の
璽
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
統
計
的
費
用
曲
銀
に
於
て
は
、
横
座
標

は

㎝
ケ
年
間
叉
は

一
定
生
産
期
周
に
於
て
既

に
生
産

1)

2)

説 鵬 も盆 。contributiontothestudyofcostcs.Vol.38.11924一)P.176.ロ 「ve(Thequa「teτlyjQ…1

Taussig・Price一 且xingasseenbyaprice・fixe:[(Ω.∫.E.Vol .33.P.205)

Viner,op.dt・,P・472.彦 き照o

AuspitzandLieben,Un[ersuchungeniiberくii`TheoriedesPreises71889 .

S.5.



さ
れ
た
る
分
量
を
示
し
て
み
る
。
故

に
理
論
上

の
費
用
曲
線
は
、
若
干
の
條
性
的
叙
述

、
即
ち

「
全
生
産
者
の
年
生
産
額
が
そ
れ
だ
け
で
あ
る
な
ら

ば
、
彼
等

の
総
費
用
は
こ
れ
だ
け
で
あ
ら
う
」
、
ま
た
「
年
産
額
が
そ
れ
だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
、
総
費
用
は
そ
れ
に
謄
じ
て
攣
化
す
る
で
あ
ら
う
」
こ

と
を
意
味
す
る
。
然
る
に
統
計
的
費
用
曲
線

に
於

て
は

「
商
品
輩
位
量
の
生
産

に

一
定
の
生
産
費
を
要
し
た
る
生
産
者

は
、

一
定
量

の
商
品
を
生
産

し
た
」
と
の
確
定
的
叙
述
を
表
示
す
る
も
の
に
外

な
ら
な

い
。
更
に
雨
費
用
曲
線

の
差
異
は
、
理
論
上
の
費
用
曲
線

は
費
用

の
墜
化
と
之

に
相
懸
ず

る
生
産
量

の
愛
化
と
の
問

の
眞

の
函
数
的
関
係
を
示
し
て
み
る
が
、
統
計
的
費
用
曲
線
は
之
を
示
し
得
ざ
る
黙

に
現
は
れ
て
る
る
。
蓋
し
統
計
的
費

用
曲
線
は
、

一
生
産
者
に
よ
り
て
生
産
さ
る
工

一
商
品

の
各
箪
位
量
は
、
異
な
れ
る
費
用
(
収
穫
逓
減
法
則
の
作
用

に
基
く
所

の
)
に
よ
っ
て
生
産
さ

る
」
も
の
な
る
こ
と
を
、
決

し
て
表
現
し
得
な

い
か
ら
で
あ
る
。

農
業
生
産
費
調
査
に
於
て
、

か
、
る
統
計
的
費
用
曲
線
を
導
出
ナ
る
賞
用
は
、

所
謂

嗣嚇色
白
-一州器

(
一
商
品

の
大
多
籔

の
分
量

の
生
産
費
を
臓

ふ

限
界
)

の
概
念
を
瞭

に
す
る
こ
と
を
得
る
駝

に
存

し
て
み
る
。

我
國

に
於

て
從

來
発
表

さ
れ
た

る
米

穀

の
生
産
費
説
盃
資

料
よ
b
し

て
、
が
か

る
費
用
曲
線

を
導
出

す

る
こ
と

は
、
之

を
断

念

せ
ざ

る
を
得

な

い
。
蓋

し

一
定

の
生
産
費

を
有

す
る
各

個
農
家

の
生
産
敷
畳
を

知

る
に
由

な

い
か

ら
で
あ

る
。
併

し
此

の
費

用
曲
線
導
出

の
基
礎

た

る
生
産

数
量

の
蓄
積

歩
合

の
代
り

に
、
第

一
表
及
び
第

二
表

の

蓄
積
農
家

戸
数

歩
合

を
横
座
標

に
と

る
と
き
は
、
之

に
類
似

の
費
用
曲
.線

が
描
出

さ
れ
る
。
若

し
此

の
際

、
各
農

家

の
生
産
数

量
を
同

一
で
あ

る
と
假
定

す
れ
ば

、
そ
れ

は
績

謝
酌
贋
.用
曲
線

に

一
致
す

る
こ
と
と
な

る
。
壮

の
費

用
類
似

曲

線

よ
り

し
て
、
米
償

が
幾
何

の
高

さ

で
あ

れ
ば
、
全
生
産
者

の
幾
割

の
生
産
費

を
償

ふ
か
を
知

る
こ
と

が
出
来

る
。

右
第

=
圃
よ
り

し
て
、
土
地

資
本

利
子

を
加

へ
た

る
場
合

に
於

け

る
生
産
費

の
算
術
季
均

は
、
試
拾

四
圓

拾
武

銭

で
あ

る
が
、
今

若
し
米
償

が
之
と
同

一
の
高

さ
を
保

つ
も

の
と

す
る
な
ら
ば

、
全
生
産

者
(六
八
一
戸
)
の
五
四

・

九

%

に
相
當

す

る
農
家

の
生
産
費

を
償

ふ
で
あ
ら
う
。
ま

た
若
し
米
慣

が
並
敷

の
武
拾
登
園
九
拾
武
銭

に
等

し
け

米
穀

の
生
産
費
に
閲
す
る

一
考
察

第
三
十
三
巻

八
五
五

第
六
貌

六
九

■).H.Schultz,Statistica.Ilawsofdemand:1.戚5upp1)7,耳gzδ.p.Io5.塗 照 。

H.Schultz.Costofproduction,Supplya】[iddean乱nd,andthetariff(∫ournal

・ffarmec・n。mics,Vol.IX・No.2・1927)P・ ・ 】.96.



.

米
勢

生
産
窪

關
す
る

一
考
察

第
三
+
=
】巻

八
五
六

れ
ば
、
生
産

者
絡
教

の
こ
一八

・
.二
%

に
相
轡
臥
す

る
農
家

の
生
産

費

を
償

ふ
も

の
で
あ
る
。

(米穀 の費用曲線)第一圖
49

47

45

93

41

栂

37

隠

33

31

四

27

25

23

21

19

17

15

蝟

目

窪

±
十
王
坤窪

膨

1U2じ3040,60'0

蓄 積 農 家 戸 表(%)

49

47

45
購

41

田

肝

勝

赫

蹴

29

27

25

23

別

19

π

15

13

11
0

.

}
石
當
生
産

費

(
軍
位
圓
)

'
(
土
地
資
本
利
子
三
分
を
加
ふ
)

(米穀 の費用 曲線)第二圖
35

頻

29

27

餅

粥

21

19

-7

15

m

一
凶

i

9じ 1ゆ藍〕,2岨}=う ■140「16070bO

蓄.積 農 家.戸 鍛(%)

鵠

31

29

27

25

鴻

幻

P

∬

15

13

U

%

一
石
當

生
産
費

(
軍
位
圓
)

(土
地
資
本
利
干
を
加

へ
ず
)

第
六
號

七
〇

次

に
第

二
圖

よ
り
し

て
、

土
地

資
本
利
子

を
全
然
計

上

せ
ざ

る
場
合

に
於

け

る
生
産

費

の

算

術

李
均

は

拾

八
圓

壷
銭

で
あ

る
が
、
若

し
米
慣

が
秘
之

と
同

一
の
高

さ

で
あ

る
な
ら
ば
、
歪
農
家

縛
数

の

五
五

.
一
%

に
相
當

す

る
農

家

の
生
産
費

を
償

ひ
、
ま
た

並
歎

の
輪
七
圓
七
九
銭

と
同

償

で
あ

δ
な
ら
ば
、
農
家
絡

戸
敷

の
五

二

・
九
%

に
相
當

す

る
農

家

の
生
産

費

を
償

ふ
も

の

な

る

こ

と
が

示

さ

れ

る

要

す

る

に
此

の
曲

線

は

、
本

質

上
統

計

的
費

用
曲

線

と

同

じ

く

、
該

曲

線

上

の
各

黙

は

、

一
定

の
生
産

費

を
有

す

る
農

家

戸
歎

は
総

農
家

戸

敷

の
細

割

を
占

め

て

ゐ

る

か

の
確

定
事

實

を

示

す
も

の

に
過

ぎ

な

い
。

ア
ノ
リ
カ
に
於
て
は
、
大
載
中
に
於
け
る
商
品
便
格
の
國
家
的
統
制
を
行
ふ
に
際
し
て
、
農
民
に
保
離
す
べ
き
農
産
物
の
必
要
領
絡
み

煮
義
如
何

1)輩 に 必 要 偵 格 と 云 ふ の はn(cessarypriceの 」::l!にし て 、 生 産 費 に 普 通 の 利 潤

を 加 へ た る も の ・で あ る(J.s.Mill,principl〔Fsofpo⊥ 且旦:重caleα,Dumy,Book

[II.Chap・3・ 参 照)



に
關

し
、
或

論

者
は
之
を
以

て
各

良
家

の
卒

均
生
産
費

で
あ
る

と
解

し
、
ま
た
或
論
者

は
最
古
同
生
産

費

を
意
味

す
る
も

の
と
解

し
、
ま
た
或
講
者

は

大
多
数

の
生
産
者

の
生
産
費
を
償

ふ
に
足

る

べ
き
生
産
費

(}W旦
片
-=
=ゆ
)

で
あ

る
と
解

し
た
。
必
要

慣
格
を
平

均
生
産
費

と
解
す
れ
ば
、

そ
れ
は
全

生
産
者

の
半
数
(
生
産
費

の
度
籔
分
布

が
正
規
曲
線
を

な
す

限
り
)
の
生

産
費

を
償

ふ
に
足
る
も

の
で
あ
る

か
ら
、
生
塵

者

の
半
数
は
損
失

を
以

て
生

産
を
続

く
る
外

な

い
こ
と

エ
な
る
。
併

し
必
専
領

格
を
以

て
企
業
能

力

に
最

も
乏

し

い
生
産
者

の
最
高

生
産
費

で
あ
る
と
な
す
場
合

に
は
、
必
要

以

上

の
供
給
量

が
市
場

に
現

は
る

Σ
虞
が
あ

る
。
蓋

し
如
何

な
る
産
業

に
於

て
も
常

に
費

用
以
下

の
債
柊

で
萱

ら
る

べ
き

可
成
り

の
商

品
量
が
あ
る

か

ら

で
あ
る
。
両

説

の
折
衷
案

と

し
て

冨
三
ズ
自
器

の
櫓
一念

が
案
出
さ
れ
た
。

タ
ウ

シ
ツ
グ

は

「
個

々
の
場
合

に
於

て
現

は
る

ム
極
端

に
⊥口回
き
生
産
費

は
謂
は

『
経

濟
生
活
上

の
投
荷

(
船
を
軽
く
す
る
薦
め

の
)
の
役
割
を
演

ず
る
も

の
で
あ
り

、
眞

の
意
義

な
舜
偶
然

で
あ

る
。

限
界
生
産
者

、
即

ち
領

格

を
決
定

す
る
生

産
者

は
、
生
産
物
総

量

の
へ
割

乃
至
九
割

を
包
括

す

る
貼

に
見
出
さ
れ
た
。
領
格

は

一
般

に
全
生
産
量

の
八
割
乃
至

八
割

(
の
生

獲

)
を
保
繋

る
誉

於
て
定
め
ら
れ
勺

三

工
っ
て
ゐ
・
・
斯
の
聖

藝

…

と
は
二

商
品
の
大
姦

塗

箸

番

該
商
品
の
毒

分

　
の
生
産
費
を
償

ふ

に
足
る
生
産

費

の
限
界
を
謂

ふ
も
の
で
あ
る
。
併

し
債
格

決
定

の
基
準

と
し

甲、採

る

べ
き
・
鵠
F同亭
.ぎ
げ①

の
椴
念
自
膿

は
決
し
て
明

確
な
る
も
の
で
は
な

い
。
蓋
し
何
人
と
讐

農
審

幾
割

の
生
産
費
を
償

ふ
も
の
が
最
も
遡
當
で
あ
る
か
を
堕

与

る
・
と
が
山
都

い
。
・託

凌

確

定
す
る

こ
と
は
事
實

問
題

で
あ

る
が
、
之

は
軍

に
問
題

を
新

な
る
形
態

に
云

ひ
換

へ
た

る
に
過

ぎ
な

い
。
更

に
少

な
く
と
も
均
衡
状
態

に
於
け

る

正
常
債
務

の
根
擦

を
求
む

る
と

の
意
味

に
於

て
、

一
ケ
年
間
(
叉

は

一
生
産
期
間
)
の
生
産
費

の
度

数
分
布
よ
り

団
=二
、-=
.
.
を

決
定
す

る
は
不
充
分

で
あ
る
・
然
る
籔

ヶ
年
に
亘
る
生
産
費

の
分
布
に
於

て
は
、
各
生
産
者
が
各
生
産
費
曲
線
上
に
占
む
る
地
位
は
、

一
定
不
憂
で
は
な
い
。
即
ち
或

年

に
最

も
高

き
生
産
費
を
要

し
た

る
生
産
者

は
、
次
年
.に
は
然
声

ざ
る

こ
と
あ

る
結
果
、
藪

年

に
亘

り

て
如

何

に
多

く

の
生
産
者

が
損
失
を
被

り

つ

』
生
産

を
織
組

し

つ

あ

り
し

か
を
知

る

に
由

な

い
か
ら

で
あ

馬
、。

試

に
前
掲

の
雨
表

よ
り
し
て
、
米
生
産
費

の
団
目
算
-=
5
0
と
し

で
、
総
農
家

の
八
割
及

び
九
割

の
生
産

費
を
償

ふ
限
界

を
篁
.出

す
れ
ば
、
土
地
資
本

利
子
を
見
積

る
場

合

に
は
、
夫

々
二
八
圓

〇
三
鍍

、
三
〇
圓

八
五
鍍

と
な
り
、
土
地
資
本
利
子

を
見
積

ら
ざ
る
場
合

に
は
、
夫

々
二
三
圓

六

一
銭

、

二

一
圓

三
七
鍍

と
な
る
。

四

、
結

言

以
上

に
よ

っ
て
米
慣
が
限
界

生
産
費

に

一
致

す

る
の
は
、
長
期
均
衡
状
態

に
於

て
で
あ

る
こ
と
を
述

べ
、

米
穀

の
生
産
費
に
關
す
る

一
考
察

第
三
十
三
巻

八
五
七
.

第
六
號

七

一
.
.
且
つ

1)

字)

Taussig,Price・fixingasseenbyapri(:2-f….〉;?7(Thequarterlyjouroalofecono-

mics,Vol.33.1919、1),219)

Bulk-lineに 就 て はF.Elliott.Thena層lur1:…andmeasurementoftheelasticity

コ 。・3・)P・ofsupplyoffarrnpro.ducts(∫our1】aluffi…鰐meconomic5,Vol.工X・

P.224。Black,Elasticityofsupplyoffarmproducts297・Bennett,ibid.
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、護

星

嚢

に
閲
す
る

薯

察

第
三
+
三
巻

八
五
八

第
六
號

七
一一

本
邦
の
聖

小
農
響

の
支
配
的
な
・
國
に
於
て
は
、
か
か
・
均
衡
状
態
を
迅
速
に
齎
す
こ
と
の
困
馨

る
所
似

を
も
瞭

に
し
た
。
米
穀
生
嚢

調
査
の
目
標
は
、
か
か
・
限
界
生
嚢

を
算
出
す
・
に
あ
る
も
・
實
際
に
於
て
は

之
よ
り
離
る
る
.、
と
遠
-
、
寧
塾

図
曇

の
典
型
的
生
産
費
を
算
出
す
・
程
度
呈

に
出
で
ざ
る
所
以
を
瞭
に

し
、
し
か
・
限
姦

操

・
べ
皐

均
法
が
問
題
と
な
・
・」
と
を
論
じ
た
・
筆

生
霧

を
正
確
に
算
出
す
る
に

は
墾

の
困
難
が
潜
ん
で
ゐ
・
。
.」
れ
筆

生
嚢

調
査
の
必
要
を
力
説
す
・
薯

に
於
て
も
・
土
嚢

を
算
出

す
る
際
に
遭
遇
す
る
諸
困
難
を
雰

に
意
識
・
、
從
て
算
出
・
れ
た
・
土
嚢

の
正
種

に
就
姦

・
之
を
過
信

芋

寧
ろ
之
に
近
似
値

(。..餌一.・..㈹、'・。.c
52
認
む
を
以
て
満
足
す
る
所
2一
で
あ
衛

更
に
本
邦
の
實
憧

就
て
見
る
に
、
算
出

　

べ
き
限
界
土
嚢

繕

事

れ
鐘

論
古

限
界
生
産
費
よ
り

高
く
な
・
虞
が
あ
・
.
そ
れ
は
笙

に
本
邦
の
小
作
料
蓮

塗

の
地
代
を
超

へ
・
小
作
人
が
正
常
最

得
す
べ

き
利
潤
及
募

賃
の

一
幕

を
莟

み
居
'る
場
食

き
に
し
も
あ
ら
雲

あ
・
か
ら
、
生
産
費

の
計
算
上
讐

の

」
募

が
、二
重
に
算
入
さ
る
る
肇

あ
・
.。
第
二
に
我
國
に
於
け
・
聖

、
主
と
し
て
自
家
劣

後

存
す
る
小

轟

嘗

於
て
は
、
自
給
米
生
産

に
際
し
他
旨

暴

力
を
有
利
に
活
用
す
・
警

が
な
け
れ
ば
・
奨

な
募

鍵

約
化
が
行
は
る
で

、
且
つ
實
際
に
於
て
は
商
品
米
の
生
産
高

葉

の
生
産
・
が
同

一
の
水
田
に
於
て
行

は
る
る
結
果
、
そ
の
生
葉

に
就
て
薯

を
暮

す
・
・
と
讐

を
以
て
、
投
下
劣

を

一
蛋

警

暑

る
と

き
は
生
産
費
を
過
大
な
ら
し
む
る
虞
が
あ
・
。
目
下
農
薯

に
於
て
も
、
米
穀
法
第
四
條
の
最
低
馨

の
輩

た

。
べ
き
生
霧

を
調
査
中
で
あ
る
。
勿
論
此
の
震

儂
格
笙

産
費
と
憲

米
償
の
下
値
二
割

・
相
當
す
る
馨

と
の
鶴

内
に
於
て
警

と
考

へ
ら
る
る
鮎
に
於
て
定
め
ら
る
る
も
の
で
あ
・
・
然
・
に
此
の
最
繕

格
を
窪

1灘麟鑑撚蝶雛1螺鐸欝羅灘蹴



費

の

み

に
よ

っ

て
決

定

せ

よ
と

の
要

求

が

甚

だ

強

い
も

の
が

あ

る
。實

際

の
生

産

費

算

出

に
際

し

て
、
假

に
上
述

の

諸

事

情

を

充

分

に
斟

酌

し

、

理

論

上
内

地

米

の
正

常

償

格

た

る

べ
き
限

界

生
産

費

を

正

確

に
算

出

し

得

た

り

と

せ

よ

。
此

の
場

合

か

か

る
限

界

生

産

費

を
最

低

基

準

と

し

て
、

若

し

米

の
市

債

が

こ
れ

よ

b

下

落

す

れ

ば

、

米

を
時

慣

を

以

て
買

ひ

上

げ

て
米

便

を

引

上
げ

、

米

償

を

常

に
限

界

生

産

費

以

上

に
保

た
ん

と
努

力

す

る
な

ら

ば

如

何

な

る
結

果

を

齎

す

で
あ

ら
う

か
。

若

し
此

の
米

債

政

策

が
成

功

す

る
な

ら
ば

、
農

家

に
と

り

て

は
常

に
限
界

生
産

農

が

保

謹

さ

る

る
と

い

ふ
天
國

が

地

上

に
建

て
ら

る

る
で
あ

ら

う

。

か

か

る
希

望

を

一
米

穀

法

に

つ
な

ぐ

こ
と

は

、

鯨

り

に
も
楽

天

的

で
あ

る
。

か

く

の
如

く
農

業

を

過

大

に
保

護

す

る

こ
と

は

、
米

作

そ

の
も

の
の
技

術

的

登
達

を

ユ

ヌず

ノ
ヤ

リ
　

も　
を

ド
き
ク
レノ
り

き
コロ　

ラ

リ
　
つ

ロ
ビ
ヨ

ユビ
のこ
ロモ
コ
しりロ
コし

ロ　

コみや

もへ

き
ロあ

じ

らニ
　　テし

国
彗
』
t

そ

σ
.壱

理

刷

を
如

く

ξ

て
渉

を

う
-

ま

ナ

β

到

斗

僅

を

蓮
メ

に
弓

i

く

る

こ
と

は

や

カ

て
彰

舗

及

ひ

毫

灘

に
於

け

る
米

作

の
擾

張

を

促

し

、
米

の
供

給

量

を
増

加

す

る

こ
と

に
よ

っ
て

、
か

か

る
米

償

の
人
爲

的

引

上

を
失

敗

に
締

せ
し

む

る

で
あ

ら

う

。

張

ひ

て

か

か

る
釣

上
策

を
實

行

せ
ん

と

す

れ
ば

、

助
政

上

の
負

搭

を

過

重

な

ら

し

め

、
.
或

拭
英

吉

利

に
於

け

る
失

業

保

険

の
轍

を
踏

ま

な

い
も

の
と

も
限

ら
な

い
。
資

本

主

義
國

家

に
於

て
探

る

べ
き

経

済

政
策

及

び

杜

會

政

策

に
就

て
は

、
此

の
鮎

に
関

し

て

一
定

の
限

界
が

存

す

る
も

の
で

は

な

か

ら

う

か

つ今

日

の
農

家

経

濟

の
困

窮

の
原

因

は

、
農

家

の
販

費

す

べ
き
農

産
償

格

と
農

産

物

の
生
産

費

を
構

成

す

る
生

産

諸

要

素

の
償

格

,(農
家
経
濟
に
於
て
は
自
家
勢
力
の
生
産
及
び
再
生
産
に
必
要
な
る
生
活
必
需
・叩
も
之
に
加
は
る
)
と

が

、

一
般

不

況

時

に
際

し

、
同

一
歩

調

を

以

て
低

下

せ
ざ

る
鮎

に
存

し

て

み

る
。

か

か

る
事

情

を
惹

起

す

る
原

因

は

、
資

本

主
義

的

生

産

關

係

の
機
構

の
内

に
、

即

ち
農

村

に
於

け

る
地

主

、
小

作

人

の
肚

會

的
勢

力

の
消

長

の
内

に
、

小
農

経

済

と

米
穀

の
生
産
費
に
關
す
る

一
考
察

第
三
+
三
巻

八
五
九

第
六
號

七
三



　米
穀

の
生
産
費
{に
閲
す
る

一
考
察
…

第
三
十
三
巻

八
六
〇

第
六
號

七
四

資

本

の
独
占

的

傾
向

と

の
樹
立

の
内

に
、
商

品

の
配

給
組

織

の
訣
鮎

の
内

に
見
出

さ
れ

る
。
さ
れ
ば
国
家

は

一
般

の
経
済
諸
力

の
自

然
的
均
衡

回
復

を
促
進

す

る
意
味

に
於

て
、
生
産

手
段

の
償

格
下
落

に
於

け

る
時

の
逞

れ
を
少

く
す

る
(
租
税
貢
憺
軽
減
、
鐵
道
運
賃
及
び
煙
草
等
の
値
下
げ
)
と
同
時

に
、
狽
占
資
本

に
よ

る
肥
料
慣

格

の
人
爲
的
釣
上
策

を

援
助

す
る
方
策

を
徹
廣

す

べ
く
、
農

民
も
亦
徒

に
米
穀
法

に
よ

る
国
家

救
済

の
威
力

を
過

信
す

る
こ
と
な

く
、
協

同
組

合
精
肺

を
基
調
と
す

る
自
助
運

動

に
よ

っ
て
、
生
産

及
び

配
給
組
織

⑳
合

理
化

に
勇

往
海
進

す

べ
き
で
あ
ら

.つ

o町

議

、

収

肝

霜

(

咽

b

た

る

昭

剛

猛

事

変

壁

長

O
監

壷

野
政
局

笙

釜

斗

レ
脅
喝
忙
へ
小
=
つ
L

b⊂
5

ヒ

己

淳

隔
寸
累

竪

穿

r
∴
註

し

C

震

射

)

』弘
ヒ

整

野

5

0

腎

　　ガ

　

　
　
　　
　

げ
　
　

　

　
　　
よ

ノ

コノ

フ

　

ノ
こ
ノ
エコ
　
　
ま
マ
ニ
コ
リ

　

ぜ

ゴ

の
　

　の

　　
　

　ゴ
の
ノつ
あ

ぼ

メ

く
　
ト

お

か
もエ
ロご
ロ
じ
　マ
た
　
ニ
コ
と

　

ノび

ぽ

厘

井

、
奈

頁

の
雨
…縣

農

會
【
よ

り

も

資

料

を

提

供

せ

ら

れ

た

る

も

、

各

阻
辰
家

の

土

地

資

木

利

子

の
記

載

な

き

た

め

、

ま

た

富
八東

{肘
農

會
「
の
資

料

は

時

日

上

、

こ

の
研

究

に
利

用

し

得

な

か

つ
.た

こ

と

を

遺

憾

と

し
菟

に
厚

く

感

謝

す

る

次

第

で

あ

る

。


